









4.9 リモート・ログインの有効化








Oracle VM ManagerのUIでは、デフォルトでOracle VM Managerのローカル・インストールにのみログインできます。場合によってはOracle VM ManagerのUIを使用して、リモートのOracle VM Managerインスタンスにログインしたいことがあります。これを可能にするには、リモート・ログインを許可するようにOracle VM Managerホストを設定する必要があります。


重要

リモート・ログインは、Oracleサポートから指示されないかぎり構成しないでください。

セキュアなTCP接続が構成されると、再度無効にすることはできません。リモート(正規)TCP接続は許可されていません。



リモート・ログインが構成されている場合、Oracle VM ManagerのUIのリモート・インスタンスは、Oracle VM Managerのローカル・インスタンスにログインして、ローカル・インスタンスが所有および管理しているすべてのオブジェクトとやり取りできます。Oracle VM ManagerのUIのリモート・インスタンスのログインを有効にするには、リモートTCPS認証を設定します。これを行うには、まずキーストアを生成し、次にこれを使用してリモートTCPS接続を有効にする必要があります。


リモートのOracle VM ManagerからのTCPS接続を有効にするには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerホストで次のコマンドを入力して、キーストアを作成します。


# cd /u01/app/oracle/ovm-manager-3/bin
# ./secureOvmmTcpGenKeyStore.sh


次の情報の入力を求められます。


Generate OVMM TCP over SSH key store by following steps:
Enter keystore password: password
Re-enter new password: password
What is your first and last name?
  [Unknown]:  name     
What is the name of your organizational unit?
  [Unknown]:  unit       
What is the name of your organization?
  [Unknown]:  organization
What is the name of your City or Locality?
  [Unknown]:  City
What is the name of your State or Province?
  [Unknown]:  State
What is the two-letter country code for this unit?
  [Unknown]:  country_code
Is CN=name, OU=unit, O=organization, L=City, ST=State, C=country_code correct?
  [no]:  yes

Enter key password for <ovmm> 
        (RETURN if same as keystore password): password
Re-enter new password: password


	
secureOvmmTcp.shスクリプトを使用して、キーストアを使用し、TCPSサービスを有効にします。このスクリプトは、前述のキーストア・スクリプトと同じディレクトリにあります。Oracle VM Managerホストで、次のように入力します。


# ./secureOvmmTcp.sh


次の情報の入力を求められます。


Enabling OVMM TCP over SSH service

Please enter the OVM manager user name: username
         The local Oracle VM Manager
                                                                  username to use
Please enter the OVM manager user password: password
         The local Oracle VM Manager 
                                                                  password to use
Please enter the password for TCPS key store : password
         The keystore password created 
                                                                   in the previous script
The job of enabling OVMM TCPS service is committed, please restart OVMM to take effect.


ここで入力するユーザー名とパスワードは、リモートのOracle VM ManagerのUIインスタンスからログインする場合に使用するローカルのOracle VM Managerの認証資格証明です。


	
ローカルのOracle VM Managerのインスタンスを再起動します。


# /sbin/service ovmm stop
# /sbin/service ovmm start
-- OR --
# /sbin/service ovmm restart


	
ログイン画面に「Management Server URI」フィールドを表示するには、Oracle VM Manager UIで、「Tools and Resources」タブの「Preferences」サブ・タブにある「Show Management Server URI」チェック・ボックスを選択します。


	
これで、リモートのOracle VM Manager UIのログイン画面の「Management Server URI」フィールドで次の構文を使用して、Oracle VM Manager UIのリモート・インスタンスを使用して、Oracle VM Managerに接続できます。

tcps://hostname

secureOvmmTcp.shスクリプトを使用して有効にしたユーザー名とパスワードを使用します。






Oracle VM Manager 3.0.xからOracle VM Manager 3.1.1にアップグレードした場合、前述のスクリプトは含まれていません。スクリプトは、My Oracle SupportのWebサイトからパッチ14067211を検索してhttps://updates.oracle.com/ARULink/PatchDetails/process_form? patch_num=14067211からダウンロードできます。

さらに構成オプションがある、Java keytoolおよびOracle VMユーティリティを使用することも可能です。Oracle VM ManagerにセキュアなTCP (TCPS)を構成する方法の詳細は、My Oracle SupportのWebサイト(https://support.oracle.com/oip/faces/secure/km/DocumentDisplay.jspx?id=1456338.1)を参照してください。











3.5 Oracle VM Agent for SPARCサービスの使用








Oracle VM Agent for SPARCサービスのステータスを確認するには、次の手順を実行します。


# svcs ovs-agent


Oracle VM Agent for SPARCサービスを開始するには、次の手順を実行します。


# svcadm enable -r ovs-agent


Oracle VM Agent for SPARCサービスを停止するには、次の手順を実行します。


# svcadm disable ovs-agent


Oracle VM Agentサービスが失敗しオンラインにならない場合、/var/svc/log/ovm-ovs-agent:default.logファイルでエラーを確認します。

また、次のコマンドを実行すると、構成のエラーを確認できます。


# ovs-agent-setup -c


コマンドによってエラーが表示される場合、Oracle VM Agentサービスは開始できません。

Oracle Solaris 11サービスの管理の詳細は、Oracle Solaris の管理: 一般的なタスクに関する説明を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1451/hbrunlevels-25516.html#scrolltoc











4.13 Oracle VM Managerのリストア







Oracle VM ManagerおよびOracle VM Managerデータベース・スキーマをバックアップからリストアするには、第4.12項「Oracle VM Managerのバックアップ」で説明したOracle VM Managerのバックアップ手順を完了している必要があります。


Oracle VM Managerをバックアップからリストアするには、次の手順を実行します。

	
まず、Oracle VM Managerを再インストールまたはアップグレードする必要がある場合、Oracle VM Managerのインストール・メディアを使用し、サーバーにソフトウェアのインストールまたはアップグレードを実行します。インストールの実行方法の詳細は、第4.4項「Oracle VM Managerのインストール」を参照してください。アップグレードの実行方法の詳細は、第5.2項「Oracle VM Managerのアップグレード」を参照してください。

runInstaller.sh --uuid uuidオプションを使用してインストールを実行し、バックアップの作成元である以前のマネージャのインストールのUUIDを指定する必要があります。UUIDは、Oracle VM Managerの構成ファイルにあります。


注意

Oracle VM Manager UUIDは、/etc/sysconfig/ovmmファイルにもあります。Oracle VM Managerをインストールまたはリストアするサーバーのシステム・ディスクが完全に削除されていない場合、既存のUUIDは依然として存在するため、インストーラの実行時に検出されます。


	
--uuidオプションは、既存のUUIDをオーバーライドします。


	
/etc/sysconfig/ovmmにUUIDが存在しない場合、--uuidオプションは、UUIDをファイルに追加します。








インストール・コマンドの構文は、この例のとおりです。


# ./runInstaller.sh --uuid 0004FB000000100002CB7F2DFFA8D8


Oracle VM Managerのインストーラによってパスワード以外のインストール情報の入力が求められる場合には、Oracle VM Manager構成ファイルのバックアップに記載されている、データベース・スキーマのユーザー名、Oracle WebLogic ServerおよびOracle VM Managerの管理ユーザーを再利用します。パスワードはバックアップされず、リストアできないため、再びパスワードを設定する必要があります。


	
インストール、再インストールまたはアップグレード後、バックアップをリストアする前にOracle VM Managerとデータベースを停止します。


# /sbin/service ovmm stop
# /sbin/service ovmm_mysql stop 


	
Oracle VM Manager OVSデータベース・スキーマをリストアします。Oracle Databaseを使用している場合、通常のデータベースのリストア手順に従います。Oracle VM Managerに含まれるバンドルされているMySQLデータベースを使用している場合は、Oracle VM ManagerでのMySQLデータベースのバックアップおよびリストア方法を、付録B「Oracle VM ManagerでのMySQLのバックアップおよびリストア」で参照してください。


	
データベースおよびOracle VM Managerを再起動します。


# /sbin/service ovmm_mysql start
# /sbin/service ovmm start 


	
Oracle VM Managerの「Servers and VMs」タブに進み、既存のサーバー・プールで「Refresh All」を実行します。詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』を参照してください。
















1.1 Oracle VMのインストール








	1.1.1 x86へのOracle VM Serverのインストール
	1.1.2 SPARCへのOracle VM Serverのインストール
	1.1.3Oracle VM Managerのインストール




Oracle VMをインストールするには、1つ以上のOracle VM Serverをインストールしてから、Oracle VM Managerの1つのインスタンスをインストールする必要があります。Oracle VM Serverは、x86ハードウェアまたはSPARCハードウェアのいずれかにインストールできます。サーバー・プール内にあるOracle VM Serverは、同じタイプ(x86またはSPARCのいずれか)である必要があります。x86およびSPARCサーバーを同じサーバー・プールには混在させることはできませんが、Oracle VM Managerは同時に別のタイプのサーバー・プールを管理できます。


重要

本番環境では、理想的にはOracle VM ManagerとOracle VM Serverのバージョンが一致している必要があります。同じリリース内ではOracle VM Managerを使用してOracle VM Serverを管理することがサポートされていますが、異なるパッチ・レベルにおいては、サーバーとマネージャの両方に対して同じパッチ・レベルを維持することをお薦めします。







1.1.1 x86へのOracle VM Serverのインストール







x86にOracle VM Serverをインストールすると、インストール先として選択したドライブにある以前のすべてのオペレーティング・システムおよびデータは削除されます。Oracle VM Serverをx86サーバーにインストールするには、次の手順を実行します。


	
Oracle VM ServerのCDを使用して、Oracle VM Serverをインストールするコンピュータを起動します。


	
起動プロンプトで、[Enter]を押します。


	
プロンプトに従って、Oracle VM Serverをインストールします。






Oracle VM Serverのインストール方法の詳細は、第2章「x86へのOracle VM Serverのインストール」を参照してください。

複数のOracle VM Serverを使用する場合は、インストール・プロセスを繰り返します。Oracle VM Serverをサーバー・プールに追加し、Oracle VM Managerで管理できます。







1.1.2 SPARCへのOracle VM Serverのインストール







SPARCサーバーにOracle VM Serverをインストールする場合、SPARCサーバーに次をインストールして構成する必要があります。


	
制御ドメインにOracle Solaris OS。


	
Oracle VM Server for SPARC。これは、Oracle Solaris 11 OSに含まれます。


	
Oracle VM Agent for SPARC。






制御ドメインにOracle Solarisをインストールすると、インストール先のディスクのデータが破壊されますが、Oracle Solaris 11が制御ドメインにインストール済の場合は、Oracle VM Server for SPARCがすでに利用可能のはずなので、再インストールは不要です。この環境にOracle VM Server for SPARCをインストールしても、データが破壊されることはありません。

Oracle VM ServerをSPARCサーバーにインストールする方法の詳細は、第3章「Oracle VM Server for SPARCのインストール」を参照してください。

複数のOracle VM Serverを使用する場合は、インストール・プロセスを繰り返します。







1.1.3Oracle VM Managerのインストール







Oracle VM Managerをインストールするには、次の手順を実行します。


	
Oracle VM Managerをインストールするコンピュータのオペレーティング・システムを起動します。


	
Oracle VM ManagerのCDを挿入してマウントします。


	
rootユーザーとして、Oracle VM Managerのインストール・スクリプトを起動します。


# ./runInstaller.sh


	
プロンプトに従って、Oracle VM Managerをインストールします。






Oracle VM Managerのインストール方法の詳細は、第4章「Oracle VM Managerのインストール」を参照してください。













1 対象読者







『Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド』は、Oracle VMをインストールまたはアップグレードするシステム管理者およびエンド・ユーザーを対象としています。
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4.3 ハードウェアおよびソフトウェアの最小要件








	4.3.1 ハードウェア要件
	4.3.2 ソフトウェア要件




Oracle VM Managerをインストールするコンピュータでは、次の最小システム要件を満たしている必要があります。





4.3.1 ハードウェア要件








Oracle VM Managerをインストールする前に、表4.1に記載したハードウェアの最小要件をコンピュータが満たしていることを確認してください。


表4.1 Oracle VM Managerのハードウェア要件


	
項目

	
最小値


	
メモリー

	
6.0GB (ローカルのMySQLを使用する場合は8.0GB)


	
プロセッサ・タイプ

	
64ビット


	
プロセッサ速度

	
1.83GHz*1


	
スワップ領域

	
2.1GB


	
ハード・ディスク容量

	
/u01に5.5GB

/tmpに2GB

/varに500MB

/usrに500MB















4.3.2 ソフトウェア要件








	4.3.2.1 オペレーティング・システム
	4.3.2.2 ネットワーク
	4.3.2.3 Webブラウザ
	4.3.2.4 環境構成スクリプト
	4.3.2.5 前提条件パッケージ
	4.3.2.6 ファイアウォールの構成
	4.3.2.7 インストール・ポート、パスワードおよびデータベース情報
	4.3.2.8 Oracleユーザー
	4.3.2.9 /u01ディレクトリ





Oracle VM Managerをインストールする前に、コンピュータが次のソフトウェアおよび構成の最小要件を満たしていることを確認してください。





4.3.2.1 オペレーティング・システム







Oracle VM Managerは、次のオペレーティング・システムでサポートされています。


	
Oracle Linux 5 Update 5 64ビット以上


	
Oracle Linux 6 64ビット以上


	
Red Hat Enterprise Linux 5 Update 5 64ビット以上


	
Red Hat Enterprise Linux 6 64ビット以上






Oracle Linuxは、次のURLからダウンロードできます。

https://edelivery.oracle.com/linux


注意

Oracle Linuxの詳細は、次を参照してください。

http://linux.oracle.com/

http://www.oracle.com/technetwork/topics/linux/whatsnew/index.html









4.3.2.2 ネットワーク







Oracle VM Managerをインストールするホスト・コンピュータには、(pingの実行が可能な)ホスト名を正しく構成する必要があります。コンピュータのホスト名が/etc/hostsファイルのホスト名と一致していることを確認します。次のコマンドを使用して、ホスト名を確認します。


# hostname


テキスト・エディタを使用して、/etc/hostsファイルのホスト名を確認します。たとえば、VIを使用するには、次のように入力します。


# vi /etc/hosts


たとえば、コンピュータのホスト名がhostname1.example.comで、IPアドレスが10.1.1.1の場合、これに対応する/etc/hostsファイルの項目は次のようになります。


10.1.1.1 hostname1.example.com hostname1







4.3.2.3 Webブラウザ







Oracle VM Managerのユーザー・インタフェースは、次のWebブラウザでサポートされています。


	
Microsoft Internet Explorer 7.0以上


	
Mozilla Firefox 3.5以上


	
Apple Safari 5.0以上


	
Google Chrome 1.0以上












4.3.2.4 環境構成スクリプト







createOracle.shは、次の処理を自動的に実行するスクリプトです。


	
コンポーネントが正常に実行するために必要なオペレーティング・システム・ユーザーおよびグループ(oracle/dba)の作成


	
/u01ディレクトリの作成(まだ存在しない場合)と、必要なインストール・フォルダでの権限の修正


	
/etc/security/limits.confファイルでの必要なパラメータの設定


	
/etc/sysconfig/iptablesファイル内の必要なポートのオープン






createOracle.shスクリプトを実行するには、最初にOracle VM ManagerインストーラISOファイルまたはCDをマウントする必要があります。インストール・メディアをマウントする方法の詳細は、第4.4.1項「Oracle VM Managerのインストール・メディアのマウント」を参照してください。/OVMCDなど、CDまたはISO用に作成したマウント・ポイントにディレクトリを変更します。rootユーザーとして、createOracle.shを実行します。


# cd /OVMCD
# ./createOracle.sh







4.3.2.5 前提条件パッケージ








	4.3.2.5.1 unzip




この項では、Oracle VM Managerをインストールする前に必要になるオペレーティング・システムの前提条件パッケージについて説明します。





4.3.2.5.1 unzip







Oracle Linuxを最小インストールしている場合、Oracle VM Managerインストーラで必要なunzipパッケージがインストールされていない可能性があります。unzipをインストールするには、次のように入力します。


# yum install unzip









4.3.2.6 ファイアウォールの構成







デフォルトのOracle Linuxのインストールでは、ファイアウォールが有効(iptablesが有効)になっています。iptablesが有効なシステムでOracle VM Managerを使用するには、Oracle VM Managerが使用するすべてのポートを開くか、またはiptablesを無効にしてすべてのポートを開きます。

WebブラウザからOracle VM Managerに接続するには、ポート7002および15901が必要です。Oracle VM Managerに接続するためにTCP 7002がOracle VM Serverによって使用されます。次に、Oracle VM Managerは、Oracle VM Agent通信用にポート8899、および仮想マシンへのセキュアなVNCトンネリング用(1つのVM当たり1つのポート)にポート6900以上を介してOracle VM Serverに接続します。ポート7900以上は、Oracle VM ManagerがOracle VM Server上の仮想マシンへセキュアなシリアル・コンソール・トンネルを開くことを許可するために使用されます(VMごとに1ポート)。Oracle VMのコマンドライン・インタフェースでは、ポート10000でOracle VM Managerと接続されます。Oracle VM ManagerコアへのリモートAPIアクセス用に、TCPポート54321および54322を必要に応じて有効にできます。Oracle VMユーティリティなどの外部クライアントを使用している場合や、UIインスタンスを使用してデプロイメントを管理している場合に必要です。[1]簡易インストールでは、MySQLデータベースはポート49500で構成されます。MySQLデータベースはOracle VM Managerと同じシステムにホストされるので、このポートとのファイアウォールを介したアクセスは有効にする必要はありませんが、別のシステムにデータベースがホストされている場合のあるカスタム・インストールでは、すべてのファイアウォール構成でOracle VM Managerが適切なポートにアクセスできるようにする必要があります。ネットワークの各部間にインストールされることのある様々なファイアウォール上の必要なポートを開いてください。次の図のガイドラインに従います。

[image: この図はOracle VM Managerのファイアウォールのルールを示しています。]

クリックするとイメージovm3_firewallrules.pngを拡大できます

iptablesを無効にしてすべてのポートを開くには、rootユーザーとして次のコマンドを入力します。


# service iptables stop
# chkconfig iptables off


必要なポートが自動的に開くようにファイアウォールを構成するには、Oracle VM Managerインストーラとともに提供される環境構成スクリプトを使用します。このスクリプトの使用方法の詳細は、第4.3.2.4項「環境構成スクリプト」を参照してください。

または、rootユーザーとしてiptablesコマンドを使用し、手動で必要なポートを開きます。


# iptables -A INPUT -m state --state NEW -m tcp -p tcp --dport 7002 -j ACCEPT
# iptables -A INPUT -m state --state NEW -m tcp -p tcp --dport 15901 -j ACCEPT
# iptables -A INPUT -m state --state NEW -m udp -p udp --dport 123 -j ACCEPT
# iptables -A INPUT -m state --state NEW -m udp -p tcp --dport 10000 -j ACCEPT


別のUIインスタンスまたは別のクライアントを使用してOracle VM ManagerコアAPIにリモートで接続するには、次のコマンドも入力します。


# iptables -A INPUT -m state --state NEW -m tcp -p tcp --dport 54321 -j ACCEPT


Oracle VMのコマンドライン・インタフェースを有効にするには、次のコマンドを入力します。


# iptables -A INPUT -m state --state NEW -m tcp -p tcp --dport 10000 -j ACCEPT


すべてのポートが開いたら、iptablesの構成を保存します。


# service iptables save


この場合、iptablesが実行中のときはコマンドによってポートが開き、保存操作によって、今後のリブート/再起動時にポートが開いた状態になるため、iptablesを再起動する必要はありません。







4.3.2.7 インストール・ポート、パスワードおよびデータベース情報








Oracle VM Managerのインストール時に、次のポート、パスワードおよびデータベース接続情報の設定または入力を求められることがあります。


	
データベース・システムのホスト名。これは、Oracle VM Managerデータベース・リポジトリとして使用するデータベースがあるホストのIPアドレスまたはホスト名です。デフォルトはlocalhostです。これはカスタム・インストールの際のみ必要です。


	
Oracle Database System ID (SID)。これは、Oracle VM Managerデータベース・リポジトリに接続するために使用するデータベースのSIDです。これはカスタム・インストールの際のみ必要です。

バックエンド・データベースとしてMySQLを使用するインストールの場合、インストールで使用するデータベースの名前にこれを設定できます。デフォルトでは、これはovsです。


	
Oracle Database HTTPポート。デフォルトのポート番号は8080です。これはカスタム・インストールの際のみ必要です。


	
データベースのリスナー・ポート。Oracle Databaseを使用するインストールのデフォルトのポート番号は1521です。これはカスタム・インストールの際のみ必要です。

簡易インストールでMySQLに設定されるポート番号は、デフォルトでは49500です。


	
簡易インストールの実行時には、システム全体のパスワードが必要になります。このパスワードは、MySQL、Oracle WebLogicおよびOracle VM Managerアプリケーション自体など、Oracle VM Managerによって使用されるすべてのコンポーネントで使用されます。パスワードは、次に示すOracle WebLogicのパスワード要件を最低でも満たしている必要があります。


	
Oracle Database SYSアカウントとSYSTEMアカウントのパスワード。このパスワードに特殊文字を使用することはできません。英数字のみを使用してください。これはカスタム・インストールの際のみ必要です。


	
Oracle VM Manager OVSデータベース・スキーマのパスワード。これはカスタム・インストールの際のみ必要です。


	
Oracle WebLogic adminアカウントのパスワード。これはカスタム・インストールの際のみ必要です。

Oracle WebLogic adminアカウントに使用するパスワードは、次のルールに準拠する必要があります。


	
長さが8文字から16文字であること。


	
1文字以上の小文字と1文字以上の大文字を含むこと。


	
1文字以上の数値または特殊文字を含むこと。

















4.3.2.8 Oracleユーザー







dbaというグループのメンバーであるセキュリティ制限が正しく設定されているoracleユーザーが必要です。

oracleユーザーを自動的に構成するには、Oracle VM Managerインストーラとともに提供される環境構成スクリプトを使用します。このスクリプトの使用方法の詳細は、第4.3.2.4項「環境構成スクリプト」を参照してください。

または、次のコマンドを使用しoracleユーザーを設定できます。


	
oracleユーザーがOracle VM Managerホストに存在しない場合、rootユーザーとして次のコマンドを入力して、ユーザーの作成、グループの作成、グループへのユーザーの追加、およびユーザーのパスワードの設定を行います。


# groupadd dba
# useradd -g dba oracle


	
oracleユーザーがすでに存在する場合は、次のコマンドを使用して、dbaグループに追加します。


# usermod -g dba oracle


	
oracleユーザーには、8192以上のhard nofilesとsoft nofilesが、また、その他のセキュリティ制限の設定が必要です。これらを設定するには、次のものを含むように/etc/security/limits.confファイルを編集します。


oracle       hard    nofile  8192
oracle       soft    nofile  8192
oracle       soft    nproc   4096
oracle       hard    nproc   4096
oracle       soft    core    unlimited
oracle       hard    core    unlimited












4.3.2.9 /u01ディレクトリ







Oracle VM Managerおよびサポートされている製品は、/u01/app/oracleディレクトリにインストールされます。Oracle VM Managerのインストールを開始する前に、/u01ディレクトリが存在し、空き領域が2.4GB以上あることを確認します。

/u01ディレクトリを自動的に作成するには、Oracle VM Managerインストーラとともに提供される環境構成スクリプトを使用します。このスクリプトの使用方法の詳細は、第4.3.2.4項「環境構成スクリプト」を参照してください。










[1] リモートUIインスタンスの構成の詳細は、第4.9項「リモート・ログインの有効化」を参照してください。















1.2 Oracle VMのアップグレード







Oracle VM 2.xは、Oracle VM 3.xにアップグレードできません。Oracle VM環境の完全な再インストールが必要です。ただし、Oracle VM 3.x環境はアップグレードできます。アップグレードの実行方法の詳細は、第5章「Oracle VMのアップグレード」を参照してください。


注意

SPARCをサポートする最初のリリースはOracle VM 3.2.1であるため、このドキュメントで説明しているアップグレード手順は、x86ハードウェアで実行されている環境にのみ適用されます。













5.2 Oracle VM Managerのアップグレード








	5.2.1 アップグレード後の手順





Oracle VM Managerをアップグレードする前に、Oracle VM Managerのリポジトリおよび構成ファイルをバックアップする必要があります。Oracle VM Managerのバックアップの詳細は、第4.12項「Oracle VM Managerのバックアップ」を参照してください。

アップグレード・スクリプトは、3.2.1.100から3.2.1.250にアップグレードするときなど、同じリビジョンのOracle VM Managerのデータベース・アップグレードをスキップするように設計されています。同じリビジョンでデータベース・アップグレードが必要な場合、アップグレード・スクリプトに引数を渡すことで、アップグレードを強制できます。


# ./runUpgrader.sh --dbupgrade


引数が渡されない場合、スクリプトは、同じ製品バージョンのデータベースのアップグレードを行いません。データベースがアップグレードされていない場合、スクリプトによって「Skipping database upgrade for the same product version (3.2.x to 3.2.x)」というメッセージが表示されます。

アップグレード・スクリプトの使用方法を確認するには、次のように入力します。


# ./runUpgrader.sh --help



注意

アップグレード手順時にパスワードの入力を求められることがありますが、この場合、当初のインストール時にそのコンポーネントに対して設定したパスワードを入力する必要があります。



アップグレードのログは、/temp/ovm-manager-3-upgrade-date_id.logファイルにあります。


Oracle VM Managerをアップグレードするには、次の手順を実行します。

	
rootユーザーとしてOracle VM Managerホスト・コンピュータにログインします。


	
アップグレードを実行するには、Oracle VM Managerが実行されている必要があります。Oracle VM Managerが実行されていない場合は、起動します。


# service ovmm start


	
Oracle VM Manager ISOファイルをOracle Software Delivery Cloudからダウンロードした場合は、Oracle VM Manager ISOファイルをマウントします。この例では、ISOファイルを使用し、これをOVMCDというディレクトリにマウントします。


# mount -o loop  OracleVM-Manager-3.x.x.iso /OVMCD



ヒント

Oracle VM Managerの完全なインストーラをダウンロードするかわりに、アップグレードISOファイルを選択することもできます。手順はインストーラISOファイルの場合と同じですが、アップグレードのダウンロード・サイズは、はるかに小さくなっています。



または、ISOファイルをCDまたはDVDに書き込み、DVDをOracle VM Managerホスト・コンピュータにロードできます。Oracle VM Managerパッチ・ファイルをMy Oracle Supportからダウンロードした場合、zipファイルの内容をOracle VM Managerホスト・コンピュータのディレクトリに抽出し、さらに詳細なインストールの指示用にこのディレクトリを使用します。


	
Oracle VM Managerアップグレード・スクリプトを起動します。


# cd /OVMCD
# ./runUpgrader.sh


アップグレードが起動し、Oracle VM Managerをバックアップするように求められます。


Oracle VM Manager 3.x.x.xx upgrade utility
Upgrade logfile : /tmp/ovm-manager-3-upgrade-date-id.log
 
It is highly recommended to do a full database repository backup prior to upgrading 
Oracle VM Manager ...
 
Press any key to continue ...


アップグレードを続行するには、[Enter]を押します。


Oracle VM Manager is running ...
Verifying installation status ...
Read Oracle VM Manager config file ...
Skipping database upgrade for the same product version (3.x.x to 3.x.x)
Found Oracle VM Manager install files ...
Found Oracle VM Manager upgrader ...
Found Oracle WebLogic Server ...
Found Java ...
Using the following information :
  Database Type          : type
  Database Host          : hostname
  Database SID           : SID
  Database LSNR          : port
  Oracle VM Schema       : ovs
  Oracle VM Manager UUID : UUID
  Current Build ID       : 3.x.x.xx
  Upgrade from version   : 3.x.x
  Upgrade to version     : 3.x.x
Using /tmp/directory for backup and export location.
Using /tmp/directory for patching.
Undeploying previous version of Oracle VM Manager application ...
Undeploying Oracle VM Manager help ...
Undeploying Oracle VM Manager console ...
Undeploying Oracle VM Manager core ...
Waiting for Oracle VM Manager core to fully undeploy...
Waiting...
Finished undeploying previous version ...
Upgrading Oracle VM Manager ...
Backing up old files to /tmp/directory
Removing old files ...
Unpacking Oracle VM Manager 3.x.x.xx
Redeploying Oracle VM Manager core container ...
Redeploying Oracle VM Manager console ...
Redeploying Oracle VM Manager help ...
Completed upgrade to 3.x.x.xx ...
Writing updated config in /u01/app/oracle/ovm-manager-3/.config
Restart WebLogic ...
Stopping Oracle VM Manager                                 [  OK  ]
Starting Oracle VM Manager                                 [  OK  ]

Starting with Oracle VM Manager release 3.2.1, HTTPS is required to connect to the Manager.
Please adjust your URL and firewall settings accordingly.
For example: 
  In 3.1.1 your URL  may have looked like: http://<managementsystem>:7001/ovm/console
  In 3.2.1 your new URL should look like: https://<managementsystem>:7002/ovm/console
Please change your firewall settings to allow traffic through port 7002 to the management 
system.

Oracle VM Manager upgrade finished on date


Oracle VM Managerのアップグレードが完了しました。










5.2.1 アップグレード後の手順








前のリリースからOracle VM Managerをアップグレードした後、Oracle VM Managerをインストールしたサーバーで次のコマンドを実行することをお薦めします。


# cd /u01/app/oracle/ovm-manager-3/weblogic
# sh configureIdentityTrust.sh
# service ovmm stop
# service ovmm start


これらの手順によりSSL証明書が更新され、Microsoft Internet Explorer 7、8および9でOracle VM ManagerにHTTPS接続ができるようになります。Internet Explorerは、http://support.microsoft.com/kb/2661254で説明している最新のセキュリティ・アップデートで更新されている必要があることに注意してください。

SSL証明書の更新の詳細は、第4.8項「SSL暗号化用の信頼できるCA証明書およびキーストアの追加」を参照してください。
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4.6 Oracle VM Managerの起動および停止







Oracle VM Managerはインストールされると、オペレーティング・システムの起動時に自動的に起動するように設定されます。これを無効にするには、次のように入力します。


# chkconfig ovmm off


Oracle VM Managerを手動で起動または停止し、ステータスを確認するには、rootユーザーとして次の構文を使用します。



/sbin/service ovmm [start|stop|status|check|restart]



たとえば、Oracle VM Managerを起動する場合: 


# /sbin/service ovmm start


Oracle VM Managerを停止する場合: 


# /sbin/service ovmm stop


Oracle VM Managerを再起動する場合: 


# /sbin/service ovmm restart
Stopping Oracle VM Manager
Starting Oracle VM Manager


Oracle VM Managerのステータスを確認する場合: 


# /sbin/service ovmm status
-- OR --
# /sbin/service ovmm check

Oracle VM Manager is running...


ステータスおよびチェック・オプションによって、Oracle VM Managerサービスが実行または停止されているかが返されます。

Oracle VM Managerホスト・コンピュータが完全なグラフィカル・デスクトップ環境を実行している場合、「Services」ダイアログを使用して、Oracle VM Managerを起動および停止することもできます。「Applications」メニューから、「System Settings」→「Server Settings」→「Services」の順に選択します。または、端末で次のコマンドを実行して、「Services」ダイアログを表示することもできます。


# /usr/bin/system-config-services


「Service Configuration」ダイアログで「ovmm」を選択し、ステータスを確認してから起動または停止を行います。











2.1 インストール前のタスクおよび要件
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	2.1.5 ソフトウェアの入手




Oracle VM Serverのインストールを開始する前に、コンピュータがハードウェアおよびソフトウェアの最小要件を満たしていることを確認してください。





2.1.1 ハードウェア要件 







このリリースのOracle VM Serverでは、ホスト・ハードウェアにx86_64がサポートされています。Oracle VM Serverでは64ビットのプロセッサが必要です。

ハードウェアの仮想化に対応した(未修正の)ゲスト・オペレーティング・システム(Microsoft Windowsなど)の場合、ハードウェアの仮想化をサポートするCPUが必要です。また、この機能をBIOSで有効化する必要があります。ハードウェアの仮想化がサポートされているかどうか、またBIOSでの有効化方法については、ご使用のプロセッサのドキュメントを参照してください。

複数のゲストを実行する場合、デュアル・コアCPUまたは複数のCPUを使用することをお薦めします。

最小のメモリー要件は1GB RAMですが、2GB以上のRAMを搭載したコンピュータの使用をお薦めします。ゲストのメモリー要件は、ゲスト・オペレーティング・システムごとに異なります。ゲスト・オペレーティング・システムについては、個別にメモリーのサイジングを行ってください。







2.1.2 ソフトウェア要件 







前提条件となるソフトウェア要件はありません。Oracle VM Serverには、Linuxベースの小規模な管理オペレーティング・システムが含まれています。Oracle VM Serverのインストール時に、以前のオペレーティング・システムおよびインストール先のディスクのデータはすべて失われます。

オペレーティング・システムまたは以前の別の仮想化環境からの移行は、このリリースではサポートされていません。







2.1.3 ネットワーク要件  







Oracle VM Serverでは、サーバーを再起動しても変更されない不変の静的なIPアドレスが少なくとも1つ必要です。環境内でDHCPを使用する場合は、DHCPサーバーを構成して静的DHCPアドレスをOracle VM Serverをインストールするシステムに割り当てる必要があります。これによって、ホストは常に同じIPアドレスを受信できます。DHCPのリース期間によってIPアドレスが変わる可能性のある環境で使用すると、Oracle VM Serverホストの動作が不確定になります。

デフォルトのゲートウェイとなるようDHCPサーバーを構成している場合、DHCPを介して提供されるゲートウェイによって、Oracle VM Serverに静的に定義されているゲートウェイのセットがオーバーライドされるので、Oracle VM Serverの動作に影響を与える場合があります。したがって、Oracle VM Serverインスタンスが確実にデフォルトのルートを使用する場合を除き、DHCPサーバーがデフォルトのゲートウェイとなるよう設定しないことをお薦めします。

技術的には、1つの物理サーバーにつき単一のネットワーク・インタフェースを使用して、Oracle VM Serverを実行することは可能です。Oracle VM Serverのインストール時に、管理インタフェースは構成され、Oracle VM Managerによる検出時に、サーバー管理インタフェースは、デフォルトの管理ネットワークに含まれます。管理ネットワークは、記憶域や仮想マシン・トラフィックなど、Oracle VMのすべてのネットワーク機能を提供できるため、追加のネットワークに対する機能上のニーズはありません。様々なタイプのネットワーク・トラフィックを分離するとしても、単一のインタフェースで十分です。管理ネットワークはVLAN上で実行でき、追加のネットワーク接続は、単一の物理ネットワーク・インタフェース上で構成されているVLANインタフェースを介して行うことができます。

複数の物理ネットワーク・インタフェースを選択する主な理由は、次のとおりです。


	
セキュリティ。インターネットへのルートを使用して、内部およびサーバー間のトラフィックをネットワークから分離しておきたいと考えることがあります。または、様々な仮想環境のネットワーク・トラフィック、または様々なタイプのネットワーク・トラフィックが物理的に分離されていることを保証する必要がある場合があります。


	
冗長性。1つのネットワーク・インタフェースに障害が発生しても、環境が稼働を停止してほしいとは考えません。これを避けるための適切な方法は、2つのインタフェースを1つのボンド・インタフェースにまとめることです。ボンド・ポート(Oracle VMでの名称)は、アクティブ・バックアップ・モードで動作できますが、アクティブな2つのリンクのアグリゲーションとして使用すると、2倍の帯域幅とロード・バランシングによってパフォーマンスが向上します。


	
パフォーマンス。複数の物理ネットワーク・インタフェースがある場合、リンク・アグリゲーションは、特定のネットワーク機能用に帯域幅を追加するうえで適切な方法です。さらに、別の方法として、複数の物理ネットワークを作成し、これらを専用機能用に使用できます。たとえば、独立した記憶域ネットワークや、仮想マシンのトラフィック専用のネットワークです。







注意

Oracle VM Ethernetネットワーク機能は、標準の10/100/1000Mbit Ethernetインタフェースおよび10Gbit Ethernetインタフェースに適用できます。









2.1.4 Oracle VM Serverのメモリー設定







インストールによって、次のアルゴリズムを使用してdom0にメモリーが割り当てられます。

(512 + 0.0205 * Physical memory (MB)) round to 8

このデフォルト値はそのままにしておくことをお薦めします。







2.1.5 ソフトウェアの入手







Oracle VM Serverソフトウェアを持っていない場合は、Oracle VM Server ISOファイルを次のOracle Software Delivery Cloudからダウンロードします。

http://edelivery.oracle.com/oraclevm

Oracle VM ISOファイルを起動可能なCDに書き込みます。CDからOracle VM Serverをインストールする方法の詳細は、第2.2項「CDからのOracle VM Serverのインストール」を参照してください。













5.3 Oracle VM Server for x86のアップグレード








	5.3.1 Yumリポジトリを使用したOracle VM Serverのアップグレード
	5.3.2 CDを使用したOracle VM Serverのアップグレード
	5.3.3 マルチパスSANを使用したOracle VM Serverのアップグレード





Oracle VM Serverをアップグレードする前に、これを管理するOracle VM Managerをアップグレードする必要があります。Oracle VM Managerをアップグレードする方法の詳細は、第5.2項「Oracle VM Managerのアップグレード」を参照してください。

Oracle VM Serverをアップグレードするうえで使用できる方法には、次の2つがあります。


	
第5.3.1項「Yumリポジトリを使用したOracle VM Serverのアップグレード」


	
第5.3.2項「CDを使用したOracle VM Serverのアップグレード」







警告

アップグレードを行うためにサポートされている方法は2つあります。Oracle VM Managerを使用してYumリポジトリから、またはOracle VM ServerのCDから、Oracle VM Serverのアップグレードを実行する必要があります。







5.3.1 Yumリポジトリを使用したOracle VM Serverのアップグレード








この項では、Yumリポジトリを使用してOracle VMリリース3.x環境のOracle VM Serverをアップグレードする方法を説明した、Oracle VMドキュメント内の場所を示します。これは、Oracle VM Serverに適したアップグレード方法です。

Yumリポジトリを使用してOracle VM Serverをアップグレードするには、ULN上のOracle VMリリース3.xチャネルに基づいて、まずYumリポジトリを設定する必要があります。Yumリポジトリを作成したら、YumリポジトリをOracle VM Managerに追加します。次にOracle VM Managerを使用して、Oracle VM Serverのアップグレードを実行します。Oracle VM ServerのYumリポジトリの設定、およびOracle VM Managerを使用したOracle VM Serverのアップグレードの実行の詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』のOracle VM Serverの更新およびアップグレードに関する説明を参照してください。







5.3.2 CDを使用したOracle VM Serverのアップグレード







Oracle VM ServerのCDを使用してOracle VM Serverをアップグレードするには、次の手順を実行します。


	
Oracle VM Server ISOファイルを起動可能なCDに書き込みます。


	
第2.2項「CDからのOracle VM Serverのインストール」の手順に従って、Oracle VM Serverのインストーラを起動します。


	
既存のOracle VM Serverインストールがコンピュータに存在する場合は、「System to Upgrade」画面が表示されます。


[image: この図は、「System to Upgrade」画面を示しています。]



既存のインストールをアップグレードするには、「Oracle VM Server 3.x」(disk)を選択します。

「OK」を選択し、[Enter]を押します。


	
「Upgrade Boot Loader Configuration」画面が表示されます。


[image: この図は、「Upgrade Boot Loader Configuration」画面を示しています。]



既存のブート・ローダーを更新する場合は、「Update boot loader configuration」を選択します。ブート・ローダーを変更しない場合は、「Skip boot loader updating」を選択します。新しいブート・ローダーを作成する場合は、「Create new boot loader configuration」を選択します。

「OK」を選択し、[Enter]を押します。

「Create new boot loader configuration」を選択した場合は、「Boot Loader Configuration」画面が表示されます。

「Boot Loader Configuration」画面が表示されます。


[image: この図は、「Boot Loader Configuration」画面を示しています。]



マシンのセキュリティを向上させるためにブート・ローダーのパスワードを設定する場合は、「Use a GRUB Password」を選択し、「Boot Loader Password」フィールドにパスワードを入力し、「Confirm」フィールドにパスワードを再入力します。


警告

分散電源管理(DPM)を使用する場合は、ブート・ローダーのパスワードを使用しないでください。ブート・ローダーのパスワードは起動のたびに手動で入力する必要があり、これにより、DPMがサーバーを正常に起動するのを防止します。DPMの詳細は、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』のサーバー・プールのポリシーに関する説明を参照してください。



「OK」を選択し、[Enter]を押します。

「Boot Loader Configuration」画面が表示されます。


[image: この図は、「Boot Loader Configuration」画面を示しています。]



ブート・ローダーをインストールする場所として、「Master Boot Record (MBR)」または「First sector of boot partition」を選択します。ドライブの順序を変更する場合は、「Change drive order」を選択し、プロンプトに従ってドライブの順序を変更します。

「OK」を選択し、[Enter]を押します。


	
「Upgrade to begin」画面が表示されます。


[image: この図は、「Upgrade to begin」画面を示しています。]



「OK」を選択し、[Enter]を押します。インストーラによってOracle VMがインストールされ、構成されます。


	
すべてのファイルがインストールされ、構成が完了すると、「Complete」画面が表示されます。


[image: この図は、「Complete」画面を示しています。]



CD-ROMドライブからアップグレードを実行した場合は、Oracle VMのCD-ROMを取り出します。

「Reboot」を選択し、[Enter]を押します。コンピュータが再起動されます。

Oracle VMコンソールが表示されます。






Oracle VM Serverのアップグレードが完了しました。



注意

インストールのログは、/root/upgrade.logにあります。インストールに失敗した場合は、このログ・ファイルを確認すると、インストールの問題の原因を特定するのに役立ちます。









5.3.3 マルチパスSANを使用したOracle VM Serverのアップグレード








SAN環境からマルチパス・ブートで、CDまたはYUMリポジトリを使用し、Oracle VM Serverリリース3.0.3または3.1.1を3.2.1へアップグレードすることはサポートされていません。このようなアップグレードを試みると、再起動後にOracle VM Serverはパニックします。ただし、SAN環境の単一パス(マルチパスでない)・ブートでYUMリポジトリを使用すると、Oracle VM Serverをアップグレードできます。

SANからマルチパス・ブートを使用してOracle VM Serverをリリース3.0.3または3.1.1から3.2.1にアップグレードするには、構成に応じて次のいずれかの手順に従います。

マルチパスSANの構成の詳細は、マルチパスI/Oサポートの有効化に関する説明を参照してください。


複数のパスを使用してOracle VM Serverをアップグレードするには、次の手順を実行します。

	
すべてのディスク・パスを削除し、Oracle VM Serverから見えるパスを1つだけにすることで、Oracle VM Serverが単一パスSANブートを使用するように戻します。


	
no multipath support initrdを使用するようにOracle VM Serverのgrub.confファイルを更新します。


	
たとえば、次のように起動ディスクのwwidを/etc/blacklisted.wwidsに追加します。


wwid "3600805f3000dd9c0000000006745005b"


	
Oracle VM Serverを再起動します。Oracle VM Serverが単一パスSANディスク(sdX 3など)で起動し、マウントされることを確認します。


	
これで、Oracle VM Serverは単一パスSANから起動するように構成されるため、次の手順に従ってOracle VM Serverをアップグレードし、複数のパスを再構成します。







単一パスを使用してOracle VM Serverをアップグレードするには、次の手順を実行します。

	
YUMリポジトリを使用して、Oracle VM Serverをアップグレードします。YUMリポジトリを使用しアップグレードする方法の詳細は、第5.3.1項「Yumリポジトリを使用したOracle VM Serverのアップグレード」を参照してください。または、CDを使用し、Oracle VM Serverをアップグレードすることも可能です。CDを使用したアップグレード方法の詳細は、第5.3.2項「CDを使用したOracle VM Serverのアップグレード」を参照してください。


	
存在する場合は、/etc/multipath/bindingsファイルを削除します。


	
次のようにmkinitrdを実行して、マルチパスを含めます。


# mkinitrd --add-multipath -f /boot/initrd-2.6.39-200.0.13.el5uek_mp.img 2.6.39-200.0.13.el5uek


	
/etc/fstabファイルを編集して、エントリが起動ディスクの/dev/mapperデバイスを指していることを確認します。


#UUID=363ca8da-b927-4ace-9b24-d06edb0dba5c /          ext3    defaults       1 1
#UUID=d6be5e20-5946-4ca9-aa88-2e7937461b03 /boot      ext3    defaults       1 2
/dev/mapper/360060160d3102200dcd34d042424e111p2 /          ext3    defaults       1 1
/dev/mapper/360060160d3102200dcd34d042424e111p1 /boot      ext3    defaults       1 2
/dev/mapper/360060160d3102200dcd34d042424e111p3 swap  swap    defaults        0 0



注意

起動ディスクの/dev/mapperデバイスがわからない場合は、/etc/blacklisted.wwidsファイルのWWIDを保存します。




	
起動ディスク・エントリを/etc/blacklisted.wwidsファイルから削除します。


	
multipath initrd-xxxx_mp.imgを起動するようにgrub.confファイルを編集します。


	
追加のディスク・パスを追加します。


	
Oracle VM Serverを再起動します。アップグレードが完了しました。


















4.8 SSL暗号化用の信頼できるCA証明書およびキーストアの追加








デフォルトでOracle VM Managerには、カスタム・キーストアに独自のSSL証明書が用意されています。この提供されている証明書には、認定されている認証局の署名がありません。これでは、すべてのHTTPトラフィックがSSLで暗号化されますが、よく知られた認定されている認証局(CA)から信頼できる証明書を入手してインストールすることをお薦めします。

Oracle VM Managerのデフォルトのインストールでは、Oracle WebLogic Serverによって提供されるデフォルトのキーストアおよび証明書は使用されません。かわりに、/u01/app/oracle/ovm-manager-3/weblogic/ovmm_wls.jksにある独自の2048ビットのキーストアが使用されます。このフォルダには、インストール時にキーストアを設定するために使用するスクリプトと、Oracle VM Managerで必要な証明書が含まれます。

Oracle VM Managerは、Oracle WebLogic Serverで実行され、Oracle WebLogicは、デジタル証明書およびキーストアを更新するためのインタフェースを提供します。独自の信頼できるCA証明書およびキーストアを追加するには、Oracle WebLogicのドキュメントに記載されている手順を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E17904_01/apirefs.1111/e13952/taskhelp/security/ConfigureKeystoresAndSSL.htmlおよびhttp://docs.oracle.com/cd/E23943_01/web.1111/e13707/identity_trust.htm

この手順では、証明書をインストールするときに知っておく必要のある2つの変数について言及しています。Oracle VM Managerでのこれらの変数の値は、次のとおりです。


$JAVA_HOME\jre\lib\security   /u01/app/oracle/java/jre/lib/security
$WL_HOME\server\lib           /u01/app/oracle/Middleware/wlserver_10.3/server/lib 


Oracle WebLogic Serverコンソールにアクセスするには、次のように入力します。

https://hostname:7002/console

ユーザーweblogicと、Oracle VM Managerのインストール時に設定したパスワードを使用してログインします。

Oracle VM Managerをフレッシュ・インストールしたときのデフォルトのキーストアおよび証明書に戻すには、/u01/app/oracle/ovm-manager-3/weblogic/configureIdentityTrust.shにあるスクリプトを実行すると簡単に実行できます。インストール時には、Weblogic Serverに構成したパスワードが求められます。


# /u01/app/oracle/ovm-manager-3/weblogic/configureIdentityTrust.sh 
Configuring OVM Manager Identity and Trust Keystore ...


Please enter the password for weblogic : 
Initializing WebLogic Scripting Tool (WLST) ...

Welcome to WebLogic Server Administration Scripting Shell

Type help() for help on available commands

Connecting to t3://localhost:7001 with userid weblogic ...
Successfully connected to Admin Server 'AdminServer' that belongs to domain 'base_adf_domain'.

Warning: An insecure protocol was used to connect to the 
server. To ensure on-the-wire security, the SSL port or 
Admin port should be used instead.

Location changed to edit tree. This is a writable tree with 
DomainMBean as the root. To make changes you will need to start 
an edit session via startEdit(). 

For more help, use help(edit)

Starting an edit session ...
Started edit session, please be sure to save and activate your 
changes once you are done.
Saving all your changes ...
Saved all your changes successfully.
Saving all your changes ...
Saved all your changes successfully.
Activating all your changes, this may take a while ... 
The edit lock associated with this edit session is released 
once the activation is completed.

The following non-dynamic attribute(s) have been changed on MBeans 
that require server re-start:
MBean Changed : com.bea:Name=t3,Type=NetworkAccessPoint,Server=AdminServer
Attributes changed : CustomPrivateKeyPassPhraseEncrypted

Activation completed
Disconnected from weblogic server: AdminServer
Configuring OVM Manager Identity and Trust Keystore succeeded, it needs to restart OVM Manager 
  to take effect.



注意

このスクリプトは、インストール時にWebLogic Serverに最初にSSLを構成するために使用されるので、WebLogicには暗号化されないHTTPポート(7001)を使用して接続します。出力に生成される警告メッセージは無視できます。













第3章 Oracle VM Server for SPARCのインストール
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このリリースのOracle VM Managerでは、x86ベースのハードウェアだけでなくSPARCベースのホスト・ハードウェアも管理できます。この章では、SPARCシステム上のOracle VM Managerで、サーバー・プール、Oracle VM Server、ゲスト仮想マシンを管理するために必要なソフトウェアをインストールおよび構成する方法について説明します。この章は、Oracle VM ManagerでOracle VM Server for SPARCを管理するために必要なソフトウェアをインストールするシステム管理者を対象としています。
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ここでは、『Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド』の使用方法について説明します。









4.4Oracle VM Managerのインストール
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Oracle VM Managerのインストールを完了するには、Oracle VM Managerホストのパフォーマンスおよび選択するインストール・タイプによって、約8分から15分かかります。

インストールを開始する前に、次の場所からOracle VM Managerソフトウェアをダウンロードします。

http://edelivery.oracle.com/oraclevm

この項では、Oracle VM Managerのインストール・プロセスについて説明します。


注意

Oracle VM Managerを仮想環境にインストールする場合は、Oracle VM Server (dom0)には直接インストールしないで、Oracle VM Server上で実行されている仮想マシンにインストールしてください。詳細は、第4.7項「仮想マシンとしてのOracle VM Managerの実行」を参照してください。







4.4.1 Oracle VM Managerのインストール・メディアのマウント







Oracle VM Managerのインストーラを実行する前に、インストール・メディアをマウントする必要があります。インストール・メディアをCDに書き込んでそのCDをマウントするか、ISOファイルを直接ハード・ドライブからマウントします。選択したインストール・メディアのマウント方法にかかわらず、Oracle VM Managerをインストールするコンピュータでrootユーザーとして実行する必要があります。


	
CDからOracle VM Managerをインストールするには、Oracle VM ManagerのISOファイルをCDに書き込みます。Oracle VM ManagerのCDを挿入し、次のコマンドを使用してマウントします。


# mkdir mount-point
# mount /dev/cdrom mount-point


mount-pointは、ISOファイルをマウントするディレクトリです。


	
ハード・ドライブからOracle VM Managerをインストールするには、ISOファイルを含むフォルダを探します。次のコマンドを使用して、ISOファイルを既存ディレクトリにマウントします。


# mkdir mount-point
# mount -o loop OracleVM-Manager-version.iso mount-point


mount-pointは、ISOファイルをマウントするディレクトリです。次に例を示します。


# mkdir /OVMCD
# mount -o loop OracleVM-Manager-3.x.x.iso /OVMCD


マウントされたファイルは、すべて/OVMCDディレクトリにあります。


注意

マウントされたOracle VM Manager ISOファイルの場所は、oracleユーザーがアクセスできる必要があります。














4.4.2 Oracle VM Managerのインストーラの実行








	4.4.2.1 簡易インストール(必要に応じてデータベースを含む)
	4.4.2.2 カスタム・インストール(既存のOracle Databaseを使用)
	4.4.2.3 サイレント・インストールの実行




Oracle VM Managerをインストールするには、第4.4.1項「Oracle VM Managerのインストール・メディアのマウント」で作成した/OVMCDなどのマウント・ポイントを入力し、runInstallerスクリプトを使用してrootユーザーとしてインストールを開始します。


重要

runInstaller.shスクリプトを実行する前に、第4.3項「ハードウェアおよびソフトウェアの最小要件」に概要を示した要件が満たされていることを確認してください。




# cd /OVMCD
# ./runInstaller.sh


一連のインストーラ・オプションが表示されます。


Please select an installation type:
   1: Simple (includes database if necessary)
   2: Custom (using existing Oracle database)
   3: Uninstall
   4: Help


コマンド・プロンプトで1を入力すると簡易インストールが実行され、2を入力するとカスタム・インストールが実行されます。すでにOracle VM Managerがインストールされており、アンインストールしたい場合は、3を選択しUninstallを実行します。

簡易インストール・オプションを使用したOracle VM Managerのインストール方法の詳細は、第4.4.2.1項「簡易インストール(必要に応じてデータベースを含む)」を参照してください。

カスタム・インストール・オプションを使用したOracle VM Managerのインストール方法の詳細は、第4.4.2.2項「カスタム・インストール(既存のOracle Databaseを使用)」を参照してください。

Oracle VM ManagerおよびMySQL (該当する場合)、Oracle WebLogic Server、ADFおよびJavaなどのコンポーネントのアンインストール方法の詳細は、第4.14項「Oracle VM Managerのアンインストール」を参照してください。

インストーラ・スクリプトのオプションのパラメータを使用して、サイレント・インストールを実行することもできます。サイレント・インストールの実行方法の詳細は、第4.4.2.3項「サイレント・インストールの実行」を参照し、インストール・スクリプトの完全な構文の詳細は、この章の末尾にある付録A「Oracle VM Managerのインストール・スクリプト(runInstaller)」を参照してください。





4.4.2.1 簡易インストール(必要に応じてデータベースを含む)







Oracle Databaseをまだインストールしていない場合や、既存のすべてのOracle Databaseとは独立してOracle VM Managerを実行したい場合は、簡易インストール・オプションを使用します。

簡易インストール・オプションでは、MySQL Enterprise Edition、MySQL Enterprise Edition Backup、Oracle WebLogic Server、Oracle Application Development Framework (ADF)、Java、Oracle VM Managerがローカル・システムにインストールされます。次に、簡易インストールのプロセス例を示します。


注意

Oracle VM Managerをインストールしようとしている場所にすでにMySQLがインストール済の場合、データベースをバックアップし、アンインストールする必要があります。Oracle VM Managerでは、構成に特定のチューニング・パラメータを適用するために、MySQLを排他的に使用する必要があります。Oracle VM Managerでは、標準ではないポートでMySQL Enterprise Editionを使用します。Oracle VM Managerで提供されるMySQL Enterprise Editionのライセンスでは、Oracle VMは排他的に使用されます。他の目的で提供されているMySQLサーバーは使用しないでください。Oracle VM Managerを以前インストールしたためにMySQLがインストールされている場合、インストールによって、前のインストールで使用されたホスト名、rootパスワード、ポート番号が求められます。




例4.1 簡易インストール



# ./runInstaller.sh

Oracle VM Manager Release 3.x.x Installer
 
Oracle VM Manager Installer log file:
  /tmp/filename.log
 
 
Please select an installation type:
1: Simple (includes database if necessary)
2: Custom (using existing Oracle database)
3: Uninstall
4: Help
 
   Select Number (1-4): 1 


インストール・プロセスが開始され、次のように表示されます。


Starting production with local database installation ...

Verifying installation prerequisites ...

One password is used for all users created and used during the installation.
Enter a password for all logins used during the installation:
Enter a password for all logins used during the installation (confirm): 


Oracle VM Managerインストール内のすべてのコンポーネント用のアカウントを作成するときに使用するシステム全体のパスワードを入力します。このパスワードは、MySQLのインストール、WebLogicおよびOracle VM Manager自体で使用されます。パスワードの要件の詳細は、第4.3.2.7項「インストール・ポート、パスワードおよびデータベース情報」を参照してください。パスワードは入力後に確認する必要があります。


Verifying configuration ... 


推奨事項をすべて満たしていない場合、警告が表示される場合があります。

インストーラによって、インストール・プロセスを続行するか中断するかの最終オプションが表示されます。続行するには、1を入力します。インストールの進行状況は、次のように順を追って画面に出力されます。


Start installing the configured components:
   1: Continue
   2: Abort

   Select Number (1-2): 1

Step 1 of 9 : Database Software...
Installing Database Software...
Retrieving MySQL Database 5.5 ...
Unzipping MySQL RPM File ...
Installing MySQL 5.5 RPM package ...
Configuring MySQL Database 5.5 ....

Step 2 of 9 : Java ...
Installing Java ...

Step 3 of 9 : Database schema ...
Creating database 'ovs' ...
Creating user 'ovs' for database 'ovs'...

Step 4 of 9 : WebLogic ...
Retrieving Oracle WebLogic Server 11g ...
Installing Oracle WebLogic Server 11g ...

Step 5 of 9 : ADF ...
Retrieving Oracle Application Development Framework (ADF) ...
Unzipping Oracle ADF ...
Installing Oracle ADF ...
Installing Oracle ADF Patch...

Step 6 of 9 : Oracle VM  ...
Retrieving Oracle VM Manager Application ...
Extracting Oracle VM Manager Application ...
Installing Oracle VM Manager Core ...

Step 7 of 9 : Domain creation ...
Creating Oracle WebLogic Server domain ...
Starting Oracle WebLogic Server 11g ...
Configuring data source 'OVMDS' ...
Creating Oracle VM Manager user 'admin' ...

Step 8 of 9 : Deploy ...
Deploying Oracle VM Manager Core container ...
Deploying Oracle VM Manager UI Console ...
Deploying Oracle VM Manager Help ...
Granting ovm-admin role to user 'admin' ...
Set Log Rotation ...
Disabling HTTP and enabling HTTPS...
Configuring Https Identity and Trust...

Step 9 of 9 : Oracle VM Manager Shell ...
Retrieving Oracle VM Manager Shell & API ...
Extracting Oracle VM Manager Shell & API ...
Installing Oracle VM Manager Shell & API ...

Retrieving Oracle VM Manager Upgrade tool ...
Extracting Oracle VM Manager Upgrade tool ...
Installing Oracle VM Manager Upgrade tool ...

Retrieving Oracle VM Manager CLI tool ...
Extracting Oracle VM Manager CLI tool...
Installing Oracle VM Manager CLI tool ...
Copying Oracle VM Manager shell to '/usr/bin/ovm_shell.sh' ...
Installing ovm_admin.sh in '/u01/app/oracle/ovm-manager-3/bin' ...
Installing ovm_upgrade.sh in '/u01/app/oracle/ovm-manager-3/bin' ...
Enabling Oracle VM Manager service ...
Shutting down Oracle VM Manager instance ...
Restarting Oracle VM Manager instance ...
Waiting for the application to initialize ...
Oracle VM Manager is running ...
Oracle VM Manager installed.


Please wait while WebLogic configures the applications... This can take up to 5 minutes.


インストールが完了すると、次のようなサマリーが表示されます。


Installation Summary
--------------------
Database configuration:
  Database type               : MySQL
  Database host name          : localhost
  Database name               : ovs
  Database listener port      : 49500
  Oracle VM Manager schema    : ovs

Weblogic Server configuration:
  Administration username     : weblogic

Oracle VM Manager configuration:
  Username                    : admin
  Core management port        : 54321
  UUID                        : 0004fb00000100008e2c477634f634c9


Passwords:
There are no default passwords for any users. The passwords to use for Oracle VM Manager, 
Database, and Oracle WebLogic Server have been set by you during this installation. In 
the case of a default install, all passwords are the same.

Oracle VM Manager UI:
  https:/hostname:7002/ovm/console
Log in with the user 'admin', and the password you set during the installation.

Please note that you need to install tightvnc-java on this computer to access a virtual 
machine's console.

For more information about Oracle Virtualization, please visit:
  http://www.oracle.com/virtualization/

Oracle VM Manager installation complete.

Please remove configuration file /tmp/ovm_configid.








重要

インストール時に作成された一時構成ファイルは削除してください。

/tmp/ovm_configid

このファイルは、インストールの問題のデバッグには便利ですが、機密情報がいくつか含まれており、ここに配置したままにするとセキュリティ上問題となる可能性があります。




警告

インストールをEXT4でフォーマットされたファイル・システムを使用するOracle Linuxシステムに行うと、パフォーマンスが多少低下する場合があります。これは、Oracle Linuxインストール上のEXT4用のデフォルトのマウント・パラメータの結果です。インストールが最適に実行されるようにするには、/etc/fstabを編集し、Oracle VM Managerをインストールするマウント・ポイントに別のマウント・オプションを指定する必要があります。EXT4ファイル・システムのマウント・オプションには、rw,noatime,data=writeback,barrier=0,nobhと指定します。









4.4.2.2 カスタム・インストール(既存のOracle Databaseを使用)







カスタム・インストール・オプションでは、ローカルまたはリモートにある既存のOracle Databaseを、Oracle VM Managerのデータベース・リポジトリとして使用できます。カスタム・インストールのプロセスの際には、データベースに接続するために使用するユーザーおよびパスワード、Oracle VM ManagerスキーマをロードするためにOracle Database内で使用するSID、Oracle WebLogic Serverで使用するユーザー名およびパスワード、Oracle VM Manager内のadminユーザー・アカウント用のパスワードを設定する必要があります。次に、カスタム・インストールのプロセス例を示します。


例4.2 カスタム・インストール



# ./runInstaller.sh

Oracle VM Manager Release 3.x.x Installer
 
Oracle VM Manager Installer log file:
  /tmp/ovm-manager-3-install-date-id.log
 
 
Please select an installation type:
1: Simple (includes database)
2: Custom (using existing Oracle database)
3: Uninstall
4: Help

 
   Select Number (1-4): 2 


インストール・プロセスが開始され、次のように表示されます。


Starting production installation ...

Verifying installation prerequisites ...

Oracle Database Repository
==========================
Use an existing Oracle database  


プロンプトが表示されたら、第4.3.2.7項「インストール・ポート、パスワードおよびデータベース情報」の項で概説されている、次の情報を入力します。


Enter the Oracle Database hostname [localhost]: 
Enter the Oracle Database System ID (SID) [ORCL]: 
Enter the Oracle Database SYSTEM password: 
Enter the Oracle Database listener port [1521]: 
 
Enter the Oracle VM Manager database schema [ovs]: 
Enter the Oracle VM Manager database schema password: 
Enter the Oracle VM Manager database schema password (confirm): 

Oracle Weblogic Server 11g
==========================
Enter the Oracle WebLogic Server 11g user [weblogic]: 
Enter the Oracle WebLogic Server 11g user password: 
Enter the Oracle WebLogic Server 11g user password (confirm): 

Oracle VM Manager application
=============================
Enter the username for the Oracle VM Manager administration user [admin]: 
Enter the admin user password: 
Enter the admin user password (confirm): 

Verifying configuration ...

Start installing the configured components:
   1: Continue
   2: Abort

   Select Number (1-2): 1


インストールを続行するのか中断するのかの選択が可能です。続行するには、1を入力します。特定のコンポーネントがすでにシステムに存在する場合、インストールを中断するか続行するかを再度求められることがあります。インストールの進行状況は、次のように順を追って画面に出力されます。


Start installing the configured components:
   1: Continue
   2: Abort

   Select Number (1-2): 1

Step 1 of 9 : Database ...
Installing Database ...
Database installation skipped ...

Step 2 of 9 : Java ...
Installing Java ...


データベース内で既存のOracle VM Managerデータベース・スキーマが見つかると、次のように表示されます。


Step 3 of 9 : Database Schema ...
An existing OVM database was found.  How should the install proceed?
   1: Use the existing OVM database
   2: Remove the existing OVM database and create a new OVM database
   3: Abort

   Select Number (1-3): 1


要件に応じて、1から3のいずれかを入力します。この例では、既存のスキーマは維持されます。

または、データベース内で既存のOracle VM Managerデータベース・スキーマが見つからない場合は、スキーマが作成されます。


Step 3 of 9 : Database Schema ...
Creating database schema 'ovs' ...

Step 4 of 9 : WebLogic ...
Retrieving Oracle WebLogic Server 11g ...
Installing Oracle WebLogic Server 11g ...

Step 5 of 9 : ADF ...
Retrieving Oracle Application Development Framework (ADF) ...
Unzipping Oracle ADF ...
Installing Oracle ADF ...

Step 6 of 9 : Oracle VM  ...
Retrieving Oracle VM Manager Application ...
Extracting Oracle VM Manager Application ...
Installing Oracle VM Manager Core ...

Step 7 of 9 : Domain creation ...
Creating Oracle WebLogic Server domain ...
Starting Oracle WebLogic Server 11g ...
Configuring data source 'OVMDS' ...
Creating Oracle VM Manager user 'admin' ...

Step 8 of 9 : Deploy ...
Deploying Oracle VM Manager Core container ...
Deploying Oracle VM Manager UI Console ...
Deploying Oracle VM Manager Help ...
Granting ovm-admin role to user 'admin' ...
Set Log Rotation ...
Disabling HTTP and enabling HTTPS...
Configuring Https Identity and Trust...

Step 9 of 9 : Oracle VM Manager Shell ...
Retrieving Oracle VM Manager Shell & API ...
Extracting Oracle VM Manager Shell & API ...
Installing Oracle VM Manager Shell & API ...

Retrieving Oracle VM Manager Upgrade tool ...
Extracting Oracle VM Manager Upgrade tool ...
Installing Oracle VM Manager Upgrade tool ...
Copying Oracle VM Manager shell to '/usr/bin/ovm_shell.sh' ...
Installing ovm_admin.sh in '/u01/app/oracle/ovm-manager-3/bin' ...
Installing ovm_upgrade.sh in '/u01/app/oracle/ovm-manager-3/bin' ...
Enabling Oracle VM Manager service ...
Shutting down Oracle VM Manager instance ...
Restarting Oracle VM Manager instance ...
Waiting 15 seconds for the application to initialize ...
Oracle VM Manager is running ...
Oracle VM Manager installed.

Please wait while WebLogic configures the applications... This can take up to 5 minutes.


インストールが完了すると、次のようなサマリーが表示されます。


Installation Summary
--------------------
Database configuration:
  Database host name          : localhost
  Database instance name (SID): MYDB
  Database listener port      : 1521
  Application Express port    : 8080
  Oracle VM Manager schema    : ovs

Weblogic Server configuration:
  Administration username     : weblogic

Oracle VM Manager configuration:
  Username                    : admin
  Core management port        : 54321
  UUID                        : 0004fb0000010000cc1b57e39ff77ea9

Passwords:
There are no default passwords for any users. The passwords to use for Oracle VM
Manager, Database, and Oracle WebLogic Server have been set by you
during this installation. In the case of a demo install, all passwords are the
same.

Oracle VM Manager UI:
  https://myserver.example.com:7002/ovm/console
Log in with the user 'admin', and the password you set during the installation.

Please note that you need to install tightvnc-java on this computer to access a virtual 
machine's console.

For more information about Oracle Virtualization, please visit:
  http://www.oracle.com/virtualization/

Oracle VM Manager installation complete.

Please remove configuration file /tmp/ovm_configid.








重要

インストール時に作成された一時構成ファイルは削除してください。

/tmp/ovm_configid




警告

インストールの完了時に既存のOracle Databaseを使用してカスタム・インストールを実行する場合、Oracle BasicFiles形式を使用しているLOBを、かわりにOracle SecureFiles形式を使用するように移行してください。こうすることで、パフォーマンスが向上され、LOB破損の防止に役立ちます。この問題は、『Oracle(tm) VMOracle VMリリース・ノート』のBasicFiles LOBを使用したデータベースでのOracle DBの破損の可能性に関する説明に記載されています。









4.4.2.3 サイレント・インストールの実行







Oracle VM Managerインストーラは、操作なしでサイレントにインストールできます。インストール・オプションの入力にはインストール構成スクリプトが使用でき、インストール・パラメータには一連のコマンドライン・オプションが使用可能です。コマンドライン・オプションの詳細は、この章の末尾にある付録A「Oracle VM Managerのインストール・スクリプト(runInstaller)」を参照してください。構成スクリプトはYAMLで記述されています。構造は(1つ以上のスペースによる)インデントを使用し表現されます。連続する項目はダッシュを使用して示され、マップ内のキーと値の組はコロンで区切られます。構造は(1つ以上のスペースによる)インデントを使用して表現され、マップ内のキーと値の組はコロンで区切られます。

次に、カスタム・インストールをサイレントに実行する例を示します。


警告

構成ファイルの絶対パスを必ず指定してください。インストーラは相対パスを処理できないため、インストール・プロセスを強制終了します。




例4.3 構成ファイルを使用したサイレント・インストール


構成ファイルを使用したサイレントの本番インストールを実行するコマンドは、次のとおりです。


./runInstaller.sh --config=/path/config.yml --installtype=Custom --assumeyes 


インストール例(config.yml)で使用される構成ファイルでは、ローカルにMySQLデータベースがインストールされます。パスワード・エントリを自分のパスワードに置き換えます。


db:
      install       : Yes
      host          : localhost
      sys_password  : password
      port          : 49500
      sid           : ovs 
      mgmt_port     : 8080
      user          : ovs
      password      : password
 
webLogic:
      install       : Yes
      user          : weblogic
      password      : password
 
java:
      install       : Yes
 
ADF:
      install       : Yes
 
OVMCore:
      install        : Yes
      user           : admin
      password       : password
 
OVMConsole:
      install       : Yes
 
OVMShell:
      install       : Yes
 
onFailure:
      cleanup       : No 

OVMUpgrade:
      install       : Yes














4.4.3 NTPサービスの構成








Oracle VM ServerがOracle VM Managerから検出されると、NTP (Network Time Protocol)が自動的に構成され、時間の同期が有効になります。Oracle VMでは、管理対象のすべてのOracle VM Server用のNTPソースとして、ユーザー・インタフェースまたはCLIで他にNTPサーバーが構成されている場合を除き、Oracle VM Managerのホスト・コンピュータを自動的に構成します。独自のNTPサーバーの組の構成の詳細は、Oracle VM ServerのNTPの管理に関する説明を参照してください。

独自のNTPサーバー一覧を設定せず、Oracle VM Managerのホスト・コンピュータでNTP時刻同期サービスを行う場合、まずOracle VM Managerホスト・サーバーにNTPをインストールして構成する必要があります。Oracle VM ManagerホストをUnbreakable Linux Network (ULN)に登録するか、OracleのパブリックYUMサービスを使用するように構成します。


Oracle VM ManagerホストでNTPを構成するには、次の手順を実行します。

	
NTPパッケージをインストールします。


# yum install ntp


NTPがインストールされたら、アップストリーム・サーバーと同期するように、かつ、Oracle VM Serverが存在するローカル・ネットワークにタイム・サービスを提供するように構成します。


	
ntp.confファイルでアップストリーム・タイム・サーバーを定義することで、アップストリームの同期を有効にします。

デフォルトのOracle Linuxでは、3つのパブリックNTPサーバーを、アップストリーム・タイム・ソースとして使用します。企業ネットワークにタイム・サービスが提供されているかどうかをネットワーク管理者に確認し、必要に応じて、デフォルトのエントリを自社のNTPサーバーの名前またはIPアドレスに置き換えます。

お気に入りのテキスト・エディタを使用して、/etc/ntp.confを変更します。次のエントリを検索します。


# vi /etc/ntp.conf

server 0.rhel.pool.ntp.org
server 1.rhel.pool.ntp.org
server 2.rhel.pool.ntp.org


	
ローカル・ネットワークのOracle VM Server用にダウンストリーム・アクセスを構成します。これを行うには、Oracle VM Server管理ネットワークのデフォルトの"noquery"オプションを無効にします。

再び、/etc/ntp.confファイルで、次のエントリを検索します。


#restrict 192.168.1.0 mask 255.255.255.0 nomodify notrap


行の先頭の#文字を削除して、このエントリのコメント化を解除します。192.168.1.0を自分のOracle VM Server管理ネットワークのネットワーク・アドレスに置き換えます。ネットマスク(255.255.255.0)を変更する必要がある場合もあります。編集を終了したら、/etc/ntp.confファイルを保存します。


	
NTPサービスを起動し、起動時に自動的に起動するように設定します。


# service ntpd start
# chkconfig ntpd on


	
NTPが実行されているときに、アップストリームの同期を確認します。ntpqコマンドの出力は、次の例のようになります。


# ntpq -p

     remote           refid      st t when poll reach   delay   offset  jitter
==============================================================================
 lists2.luv.asn. 203.161.12.165  16 u   25   64    3    3.495   -3043.1   0.678
 ns2.novatelbg.n 130.95.179.80   16 u   27   64    3   26.633   -3016.1   0.797
 sp1.mycdn.fr    130.234.255.83  16 u   24   64    3    4.314   -3036.3   1.039


アップストリームNTPが適切に動作している場合、遅延値およびオフセット値はゼロ以外にし、ジッター値は100未満にする必要があります。


	
管理ネットワークの別のサーバーからダウンストリームの同期をテストして、NTPサービスが動作していることを確認します。NTPサーバーがタイム・サービスをダウンストリーム・クライアントに提供できるまでに数分かかる場合があることに注意してください。サーバーのstratumレベルを確認することによって始めます。


# ntpq -c rv

assID=0 status=c011 sync_alarm, sync_unspec, 1 event, event_restart,
version="ntpd 4.2.4p8@1.1612-o Tue Jul  6 21:50:26 UTC 2010 (1)",
processor="x86_64", system="Linux/2.6.32-200.19.1.el6uek.x86_64",
leap=11,  stratum=16 , precision=-20, rootdelay=0.000,
rootdispersion=1.020, peer=0, refid=INIT,
reftime=00000000.00000000  Thu, Feb  7 2036 17:28:16.000, poll=6,
clock=d21d4a96.a26c5962  Fri, Sep 16 2011 14:09:58.634, state=0,
offset=0.000, frequency=0.000, jitter=0.001, noise=0.001,
stability=0.000, tai=0   


サーバーがstratum=16を示しているときは、数分待ってから再試行してください。NTPサーバーが十分に安定して、stratumレベルを下げるまでには、最大15分かかることがあります。

ダウンストリーム・クライアントは、stratumレベル16ではサーバーと同期しません。stratumレベルが低下したら、管理ネットワーク内のOracle VM Managerを実行していない利用可能なLinuxホストにログインし、次のコマンドを発行します。


# ntpdate -d manager.hostname
[...]
16 Sep 13:58:25 ntpdate[1603]: step time server 192.168.1.1 offset 3.009257 sec


このコマンドはデバッグ・モードでntpdateを実行し、この場合、リモート・タイム・サーバーの可用性が確認されます。この例のような行でデバッグの実行が終了した場合、テストは成功です。stratumレベルが非常に高いままの場合は、エラー・メッセージ「Server dropped: strata too high」が表示されます。






環境にとってNTPが適切に動作していることのテストを確認したら、これを再び確認する必要はありません。


注意

NTPはUDPポート123を介して通信します。ファイアウォールがこのトラフィックをブロックしないようにしてください。









4.4.4 仮想マシンのコンソール・ユーティリティのインストールおよび構成








	4.4.4.1 Oracle VM Serverのx86用のVNCコンソール
	4.4.4.2 Oracle VM Serverのx86およびSPARC用のシリアル・コンソール





Oracle VM Managerには、x86ベースのサーバー・プール内の仮想マシンに接続するために使用するVNCコンソールと、x86ベースとSPARCベースの両サーバー・プールの仮想マシンに接続するために使用するシリアル・コンソールの2種類の仮想マシン・コンソールがあります。この項では、前提条件となっているソフトウェアのインストールおよび2つのコンソール・タイプを使用するために必要なすべての構成について説明します。





4.4.4.1 Oracle VM Serverのx86用のVNCコンソール







Oracle VM Managerでは、セキュア・トンネルを使用して、ネットワーク全体で仮想マシン・コンソール(リモート接続ユーティリティ)のデータを保護します。Oracle VM Managerは、VNCクライアントとは直接通信しないで、ポート69xx (xxは接続先のゲストに基づいています)のSSH暗号化トンネルを介して接続します。

クライアントとOracle VM Managerの間のファイアウォールでは、ポート15901を開く必要があります。Oracle VM ManagerとOracle VM Serverの間のファイアウォールは、ポート6900以上が開いていることが必要になり、Oracle VM Serverの仮想マシンごとに1つのポートが必要です。たとえば、Oracle VM Serverに100の仮想マシンがある場合、Oracle VM ServerとOracle VM Managerの間のファイアウォール上でポート6900から6999 (100ポート)を開く必要があります。

Oracle VM Managerの仮想マシンのVNCコンソールに接続するには、VNCビューアが環境内の次のいずれかにインストールされている必要があります。


	
Oracle VM Managerホスト・コンピュータ


	
クライアント・コンピュータ


	
Oracle VM Managerホスト・コンピュータとクライアント・コンピュータの両方






仮想マシンのVNCコンソール機能では、VNCビューア(存在する場合)のクライアント・インスタンスを使用して、仮想マシンのコンソールに接続します。クライアント・コンピュータにVNCビューアがない場合は、VNCビューアを表示するリクエストがOracle VM Managerホスト・コンピュータに送信されます。

TightVNCをOracle VM Managerホスト・コンピュータにインストールすることをお薦めします。最新のTightVNCパッケージは、次のURLから入手できます。

http://oss.oracle.com/oraclevm/manager/RPMS/

次のコマンドを使用して、TightVNCをインストールします。


# rpm -ivh tightvnc-java-version.noarch.rpm


パッケージはOracleのパブリックYUMリポジトリにもあります。


	
TightVNC (Oracle Linux 5): http://public-yum.oracle.com/repo/EnterpriseLinux/EL5/addons/x86_64/tightvnc-java-1.3.9-4.noarch.rpm


	
TightVNC (Oracle Linux 6): http://public-yum.oracle.com/repo/OracleLinux/OL6/addons/x86_64/tightvnc-java-1.3.9-4.noarch.rpm






Oracle VM Managerに接続するために使用するクライアント・コンピュータに、RealVNCをインストールすることをお薦めします。クライアント・コンピュータには、他のVNCクライアントと比べて、レンダリングが迅速で、キーボードへの対応が良好で、マウス制御の問題が少ないRealVNCをお薦めします。仮想マシンの画面またはコンソールを表示するために使用されるRASプロキシ・アプレットは、デフォルトでRealVNCを探します。クライアント・コンピュータに複数のVNCビューアがある場合は、Oracle VM Managerの仮想マシンのコンソールからいずれを使用するかを構成できます。VNCクライアントの使用および構成の詳細は、仮想マシンへの接続に関する説明を参照してください。

クライアント・コンピュータでLinuxベースのオペレーティング・システムを使用している場合、前述のTightVNCはクライアント・コンピュータにインストールすることもでき、Oracle VM Managerのコンソール機能を使用して仮想マシンに接続すると、自動的に検出されます。







4.4.4.2 Oracle VM Serverのx86およびSPARC用のシリアル・コンソール







SPARCベースのサーバー・プール内の仮想マシンへは、標準のVNCコンソールを使用して接続できません。かわりにシリアル・コンソールを使用します。シリアル・コンソールでは、x86ベースのサーバー・プールの仮想マシンにも接続できます。シリアル・コンソールはx86用のVNCコンソールとは動作が異なり、このコンソールではOracle VM Managerのホスト・コンピュータにJava Telnet Application (JTA2)パッケージをインストールして表示を行います。最新のJTA2パッケージは、次のURLから入手できます。

http://oss.oracle.com/oraclevm/manager/RPMS/

次のコマンドを使用して、JTA2をインストールします。


# rpm -ivh jta-version.noarch.rpm


パッケージはOracleのパブリックYUMサーバーにもあります。


	
JTA (Oracle Linux 5): http://public-yum.oracle.com/repo/EnterpriseLinux/EL5/addons/x86_64/jta-2.6-1.noarch.rpm


	
JTA (Oracle Linux 6): http://public-yum.oracle.com/repo/OracleLinux/OL6/addons/x86_64/jta-2.6-1.noarch.rpm






Oracle VM ManagerとOracle VM Serverの間のファイアウォールは、ポート7900以上が開いていることが必要になり、Oracle VM Serverの仮想マシンごとに1つのポートが必要です。たとえば、Oracle VM Serverに100の仮想マシンがある場合、Oracle VM ServerとOracle VM Managerの間のファイアウォール上でポート7900から7999 (100ポート)を開く必要があります。

SPARCベースのサーバー・プール内の仮想マシンに接続するためにシリアル・コンソールを使用する方法の詳細は、仮想マシンへの接続に関する説明を参照してください。









4.4.5 インストール・ログ








インストール中にエラーが発生した場合、次のOracle VM Managerインストール・ログ・ファイルを確認します。

/tmp/ovmm-installer.selfextract_id/ovm-manager-3-install-date.log

インストールが完了すると、インストール・ログが次の場所にコピーされます。

/tmp/ovm-manager-3-install-date.log







4.4.6 インストール・ディレクトリ







Oracle VM Managerのコンポーネントの場所は、表4.2のとおりです。


表4.2 Oracle VM Managerのコンポーネントのインストール場所


	
コンポーネント

	
場所


	
MySQL

	
/u01/app/oracle/mysql/data


	
MySQL Enterprise Backup

	
/opt/mysql/meb-3.8/

バックアップの格納場所: /u01/app/oracle/mysql/dbbackup


	
Java

	
/u01/app/oracle/java


	
Oracle WebLogic Server 11g

	
/u01/app/oracle/Middleware/


	
Oracle ADF

	
/u01/app/oracle/Middleware/


	
Oracle VM Managerアプリケーション

	
/u01/app/oracle/ovm-manager-3/


	
Oracle WebLogic Serverドメイン

	
/u01/app/oracle/ovm-manager-3/machine1/base_adf_domain





















2.3 Dom0メモリー・サイズの変更








Oracle VM Serverをインストールする場合、インストーラによってDom0のデフォルトのメモリー・サイズが設定されます。使用されるアルゴリズムは、次のとおりです。

dom0_mem = 502 + int(physical_mem * 0.0205)

表2.1は、サイズの例を示しています。


表2.1 デフォルトのDom0メモリー・サイズ


	
物理メモリー

	
Dom0メモリー


	
2GB

	
560MB


	
4GB

	
600MB


	
8GB

	
680MB


	
16GB

	
848MB


	
32GB

	
1184MB


	
64GB

	
1856MB


	
128GB

	
4000MB


	
256GB

	
5888MB


	
512GB

	
11264MB


	
1024GB

	
22008MB


	
2048GB

	
43504MB










Oracle VM Serverでdom0メモリー・サイズがニーズに対して適切に設定されていないと、パフォーマンスの問題が発生することがあります。

Dom0メモリーの割当てを変更するには、Oracle VM Serverの/boot/grub/grub.confファイルを編集し、dom0_memパラメータを変更します。たとえば、メモリー割当てを1024MBに変更するには、次のようにファイルを編集します。


kernel /xen.gz console=com1,vga com1=38400,8n1 dom0_mem=1024M











4.12 Oracle VM Managerのバックアップ







Oracle VM Managerをバックアップするには、Oracle VM Manager構成ファイルおよびOracle VM Managerデータベース・スキーマをバックアップする必要があります。デフォルトでは、このスキーマはOVSという名前で、バックアップの例で使用しています。スキーマ名を独自の名前に置き換えます。

Oracle VM Manager構成ファイルは、次の場所に格納されています。

/u01/app/oracle/ovm-manager-3/.config

この構成ファイルには、Oracle VM Managerによって使用されるデータベース接続情報、ポートおよびUUIDが含まれています。この構成ファイルの例は次のとおりです。


例4.4 Oracle VM Manager構成ファイル



DBHOST=<hostname of database server>
SID=<oracle SID>
LSNR=<listener port number defaults 1521>
APEX=<application express port number defaults 8080>
OVSSCHEMA=<database schema name for oracle vm manager defaults ovs>
WLSADMIN=<weblogic server admin defaults weblogic>
OVSADMIN=<oracle vm manager administrator name defaults admin>
COREPORT=<oracle vm manager core port defaults 54321>
UUID=<oracle vm manager uuid>








Oracle VM Managerをバックアップするには、次の手順を実行します。

	
次の場所にあるOracle VM Manager構成ファイルのバックアップ/コピーを行います。

/u01/app/oracle/ovm-manager-3/.config


	
Oracle VM ManagerデータベースのOVSスキーマをバックアップします。Oracle Databaseを使用している場合は、Oracle Database EXPユーティリティを実行し、OVSスキーマをエクスポートします。MySQLデータベースを使用するOracle VM Managerをインストールする場合、データベース全体がMySQL Enterprise Backupユーティリティで24時間ごとに自動的にバックアップされますが、バックアップを手動で行うことも可能です。Oracle VM ManagerのMySQLデータベースのバックアップおよびリストア機能の詳細は、付録B「Oracle VM ManagerでのMySQLのバックアップおよびリストア」を参照してください。
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4.11 Oracle VM Managerのadminユーザー・パスワードの変更







Oracle VM Manager adminユーザーは、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースにログインするために使用します。Oracle VM Manager adminユーザー・アカウントのパスワードを変更するには、rootユーザーとしてOracle VM Managerホスト・コンピュータにログインし、次の手順を実行します。



# cd /u01/app/oracle/ovm-manager-3/bin
#./ovm_admin --modifyuser



Oracle VM Manager Release 3.x.x Admin tool
Please enter the username : admin
Please enter the current password :


adminユーザーの現在のパスワードを入力します。Oracle VM Manager管理ツールによって、新しいパスワードの入力が求められます。


Please enter a new password for admin : 
Please re-enter the password : 


adminユーザーの新しいパスワードを入力します。Oracle WebLogic adminアカウントに使用するパスワードは、次のルールに準拠する必要があります。


	
長さが8文字から16文字であること。


	
1文字以上の小文字と1文字以上の大文字を含むこと。


	
1文字以上の数値または特殊文字を含むこと。






Oracle VM Manager管理ツールによって、新しいパスワードの確認が求められます。Oracle VM Manager管理ツールは継続されます。


Please enter the password for weblogic : 


Oracle WebLogicパスワードを入力します。これは、Oracle VM Managerのインストール時に設定したものです。ユーティリティは、Oracle WebLogicに接続し、Oracle VM Manager adminパスワードを変更します。


Initializing WebLogic Scripting Tool (WLST) ...

Welcome to WebLogic Server Administration Scripting Shell

Type help() for help on available commands

Connecting to WebLogic server ...

Connected ...
Modifying user 'admin' ...
Modified user 'admin' successfully ...
Exiting...













3 関連ドキュメント







詳細は、Oracle VMリリース3.2.1ドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。


	
『Oracle VMリリース・ノート』


	
『Oracle VMスタート・ガイド』


	
『Oracle VMユーザーズ・ガイド』


	
『Oracle VM Paravirtual Driversインストレーション・ガイドfor Microsoft Windows』


	
『Oracle VMユーティリティ・ガイド』


	
『Oracle VMユーティリティ・ガイド』


	
Oracle VMコマンドライン・インタフェース・ユーザーズ・ガイド






Oracle VMの最新情報は、Oracle仮想化に関する次のWebサイトから入手することもできます。

http://www.oracle.com/virtualization











B.1 Oracle VM ManagerでのMySQLのバックアップ








	B.1.1 バックアップ・ディレクトリおよびログ
	B.1.2 手動でのバックアップの実行




Oracle VM Manager 3.2.1でローカルのMySQLデータベースは、4時間ごとに自動的にバックアップされます。バックアップはデフォルトで/u01/app/oracle/mysql/dbbackup内に格納され、最新の15のバックアップのみが常に格納されているよう定期的にローテーションされます。バックアップでは、MySQL Enterprise Backupユーティリティが使用されます。

MySQL Enterprise Backupパッケージは、Oracle VM Managerのインストール時に簡易インストールを選択した場合に、付属してインストールされます。Oracle Linuxシステムの場合、これはmeb-3.8.0-el6.x86_64.rpmをインストールすると行われます。

バックアップの格納場所のデフォルトのバスは、Oracle VM Managerホストの/etc/sysconfig/ovmmの次の行に定義されています。


DBBACKUP=/u01/app/oracle/mysql/dbbackup



注意

このパスは、ディスク領域の要件を満たすために別の場所に変更できます。



mysqlbackupバイナリのデフォルトのバスは、Oracle VM Managerホストの/etc/sysconfig/ovmmの次の行にも定義されています。


DBBACKUP_CMD=/opt/mysql/meb-3.8/bin/mysqlbackup



警告

このパスは、MySQL Enterprise Backupパッケージが今後更新された場合に対応できるようにする目的で明確にしています。これは変更しないようにする必要があります。







B.1.1 バックアップ・ディレクトリおよびログ







各バックアップは、DBBACKUPで定義するパスのディレクトリに格納されます。バックアップ・ディレクトリの名前は、AutoFullBackup-MMDDYYYY_hhmmssです。このバックアップ・ディレクトリ内には、バックアップ中に起こったイベントの情報が含まれるAutoBackup.logという名前のファイルがあります。バックアップ・ディレクトリには、MySQL構成ファイル、データベースのバイナリ・ログを含むdatadirディレクトリ、その際に実行されたMySQL Enterprise Backupプロセスに固有にファイルを含むmetaディレクトリ、バックアップされたデータベースの実際のMBIイメージのバックアップが含まれます。

DBBACKUPパス内には最新の15のバックアップのみが維持されます。AutoFullBackupが先頭に付いていない手動バックアップによるバックアップ・ディレクトリ名は、ローテーションでは無視されます。

現在、自動バックアップの頻度を変更したり、ローテーションで保持される自動バックアップの数を変更することはできません。







B.1.2 手動でのバックアップの実行







バックアップは手動で開始できます。これは通常Oracle VM Managerのアップグレードを実行する際に行います。mysqlbackupユーティリティは直接起動できますが、Oracle VM Managerコアから直接バックアップを開始することをお薦めします。これは、/u01/app/oracle/ovm-manager-3/bin/createBackup.shにあるバックアップ・スクリプトを使用して行います。


# /u01/app/oracle/ovm-manager-3/bin/createBackup.sh

Backing up the Oracle VM Manager MySQL Database...

Please enter the Oracle VM manager user name: admin

Please enter the Oracle VM manager user password: 

INFO: Succesfully backed up database as AutoFullBackup-20121112_111840


デフォルトでこのバックアップ・スクリプトは、他のすべての自動バックアップと同じローテーション・ルールが適用される、自動バックアップとしてバックアップを格納します。つまり、15のバックアップ・イベントが格納され、手動バックアップは自動的に削除されることを意味します。ローテーションされることを避けるには、バックアップを別の名前で保存します。これは、-nスイッチと指定するバックアップ名を使用して行うことができます。


# /u01/app/oracle/ovm-manager-3/bin/createBackup.sh -n ManualBackup1


MySQL Enterprise Backupの使用方法の詳細は、http://dev.mysql.com/doc/mysql-enterprise-backup/enを参照してください。













4.14 Oracle VM Managerのアンインストール








Oracle VM Managerをアンインストールする前に、Oracle VM ManagerおよびOracle VM Managerデータベース・スキーマをバックアップしたい場合があります。Oracle VM Managerのバックアップ方法の詳細は、第4.12項「Oracle VM Managerのバックアップ」を参照してください。

Oracle VM Managerのインストール・スクリプトを使用して、アンインストールを実行します。インストール・メディアからインストーラを起動する必要があります。Oracle VM Managerホスト・コンピュータにはインストーラがないため、インストール・メディアがなければアンインストールは実行できません。インストーラの起動方法の詳細は、第4.4.2項「Oracle VM Managerのインストーラの実行」を参照してください。プロンプトに従って、Oracle VM Managerをアンインストールします。インストール・スクリプトの完全な構文の詳細は、この章の末尾にある付録A「Oracle VM Managerのインストール・スクリプト(runInstaller)」を参照してください。

次に、ローカルのMySQLデータベースを使用してデフォルトのOracle VM Managerインストールをアンインストールする例を示します。Oracle VM Managerをアンインストールする前に、シャットダウンされていることを確認します。


# service ovmm stop
# service ovmmcli stop



例4.5 Oracle VM Managerのアンインストール



# ./runInstaller.sh

Oracle VM Manager Release 3.x.x Installer
 
Oracle VM Manager Installer log file:
  /tmp/filename.log
 
 Please select an installation type:
1: Simple (includes database if necessary)
2: Custom (using existing Oracle database)
3: Uninstall
4: Help
 
   Select Number (1-4): 3 


アンインストール・プロセスが開始され、次のように表示されます。


Uninstall Oracle VM Manager

Uninstall Oracle VM Manager

DB component : MySQL 5.5 rpm 
MySQL 5.5 rpm installed ...
Uninstall options
   1: Uninstall MySQL 5.5 rpm
   2: Skip uninstall of MySQL 5.5 rpm

   Select Number (1-2): 1
Removing MySQL 5 installation ...

Product component : Java in '/u01/app/oracle/java/'
Java is installed ...

Uninstall options
   1: Uninstall Java
   2: Skip uninstall of Java

   Select Number (1-2): 1
Removing Java installation ...

Product component : Oracle VM Manager in '/u01/app/oracle/ovm-manager-3/'
Oracle VM Manager is installed ...
Uninstall options
   1: Uninstall Oracle VM 3.x Manager
   2: Skip uninstall of Oracle VM 3.x Manager

   Select Number (1-2): 1
Removing Oracle VM Manager installation ...

Product component : Oracle WebLogic Server in '/u01/app/oracle/Middleware/'
Oracle WebLogic Server is installed

Uninstall options
   1: Uninstall Oracle WebLogic Server
   2: Skip uninstall of Oracle WebLogic Server

   Select Number (1-2): 1
Removing Oracle WebLogic Server installation ...

Uninstall completed ...
















第2章 x86へのOracle VM Serverのインストール








目次

	2.1 インストール前のタスクおよび要件
	
	2.1.1 ハードウェア要件
	2.1.2 ソフトウェア要件
	2.1.3 ネットワーク要件
	2.1.4 Oracle VM Serverのメモリー設定
	2.1.5 ソフトウェアの入手



	2.2 CDからのOracle VM Serverのインストール
	2.3 Dom0メモリー・サイズの変更
	2.4 Oracle VM ServerのSNMPサポート
	2.5 Oracle VM Serverのサポート・ツールのインストール




この章は、Oracle VM Serverをインストールするシステム管理者を対象としています。この章では、Oracle VM Serverのダウンロードとインストールについて説明します。
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このドキュメントは、Oracle VM Managerをインストールするユーザーを対象としています。ここでは、Oracle VM Managerのインストール・プロセスの概要について説明します。
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この付録では、Oracle VM Managerのインストール・スクリプト(runInstaller.sh)に関する情報、および使用方法、構文およびパラメータに関する詳細について説明します。runInstaller.shスクリプトは、必ずrootユーザーとして実行する必要があります。


重要

runInstaller.shスクリプトを実行する前に、第4.3項「ハードウェアおよびソフトウェアの最小要件」に概要を示した要件が満たされていることを確認してください。











5 表記規則







このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	
規則

	
意味


	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















4.5 Oracle VM Managerへのログイン








Oracle VM Managerのログイン・ページを開くには、Webブラウザで次のアドレスを入力します。

https://hostname:port/ovm/console

hostnameは、Oracle VM Managerホストのホスト名またはIPアドレスを示し、portは、Oracle VM Managerがリスニングしているポート番号を示しています。


注意

Oracle VM Managerの以前のバージョンでは、暗号化されていないHTTPトラフィックがデフォルトで許可されていました。これが無効になり、トラフィックは常にSecure Sockets Layer (SSL)を使用して暗号化されるようになりました。したがって、Oracle VM Managerにアクセスするには、常にURLのプロトコル部分でhttpsを使用する必要があります。



myserver.example.comというホストでOracle VM Managerに接続するには、次のようにします。

https://myserver.example.com:7002/ovm/console


重要

ファイアウォールを介してOracle VM Managerにアクセスするには、Oracle VM Managerに構成したポートでTCPトラフィックが許可されるようファイアウォールを構成する必要があります。デフォルトでは、これは7002に設定されています。



Oracle VM Managerの管理ユーザー名(デフォルトでは、admin)を「Username」フィールドに入力します。これは、Oracle VM Managerのインストール時に作成した管理ユーザー名です。「Password」フィールドに、Oracle VM Manager管理ユーザー名のパスワードを入力します。


警告

デフォルトのadminユーザーに加え、Oracle VM Managerインストーラによってデフォルトで作成されるその他のアカウントを使用してOracle VM Managerにログインできます。たとえば、次のとおりです。


	
OracleSystemUser


	
weblogic

すべてのアカウントに対するパスワードがセキュアであることを確認します。Oracle VMユーザーおよびパスワードの管理方法の詳細は、『Oracle VMユーティリティ・ガイド』のその他のOracle VMツールに関する説明を参照してください。








Oracle VM Managerのローカル・インスタンス(localhostにインストールされている)を管理するには、「Management Server URI」フィールドをデフォルトのtcp://localhostのままにします。Oracle VM Managerのリモート・インスタンスを管理する場合は、そのマシンのホスト名またはIPアドレスを次のように入力します。

tcp://myserver.example.com

Oracle VM Managerのリモート・インスタンスにアクセスする方法の詳細は、第4.9項「リモート・ログインの有効化」を参照してください。

ログイン後、記憶域リポジトリやサーバー・プールの作成、Oracle VM Serverの追加、仮想マシンの作成、リソースのインポートなどを行うことができます。

ユーザー・インタフェースには、ナビゲータおよび内容ペインの選択内容に関連する、状況依存の情報が表示されます。











3.7 Oracle VM Agent for SPARCのアンインストール









Oracle VM Agent for SPARCをアンインストールするには、次の手順を実行します。

	
制御ドメインで、Oracle VM Agentを解凍した場所にディレクトリを変更し(第3.2項「Oracle VM Agent for SPARCのインストール」を参照)、rootユーザーとして次のコマンドを実行します。


# cd ovs-ldoms-xx
# ./uninstall


スクリプトによってOracle VM Agent for SPARCがアンインストールされ、デフォルトのStorage Connectプラグインが削除されます。
















2.5 Oracle VM Serverのサポート・ツールのインストール







Oracle VM ServerのISOには、サポート問題の解決の助けとなる、Oracle VM Serverが依存していないその他のパッケージがあります。これらのパッケージは、セキュリティ・ポリシーに応じてインストールするか選択します。デフォルトでは自動的にはインストールされません。インストールすることを選択した場合、rootとしてOracle VM Serverで次のコマンドを実行し、ovs-support-toolsメタパッケージをインストールします。


# yum install ovs-support-tools


メタパッケージでは、次の依存性がインストールされます。


	
sudo


	
bind-utils


	
rsync


	
sysstat


	
traceroute


	
iperf







注意

sudoパッケージは、デフォルトでOracle VM Server 3.1.1に自動的にインストールされます。Oracle VM Server 3.1.1からアップグレードした場合は、sudoパッケージはインストール済です。Oracle VM Serverインストールにこのパッケージが不要な場合は、rootとして次のコマンドを実行して、パッケージを手動で削除します。


# yum remove sudo













4.15 トラブルシューティング
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この項では、Oracle VM Managerをインストールする際に発生する可能性のある既知の問題とその解決方法について説明します。その他の情報は、Oracleサポートの次のWebサイトを参照してください。


	
Oracle MetaLink:

http://metalink.oracle.com


	
Oracle Technology Networkの仮想化フォーラム: https://forums.oracle.com/forums/forum.jspa?forumID=823






Oracle VM ManagerのインストールのサポートについてOracleサポートに問い合せる場合は、インストール・ログを含めてください。ログ・ファイル名および場所の詳細は、第4.4.5項「インストール・ログ」を参照してください。





4.15.1 一般的なMySQLのデバッグ







Oracle VM Managerのインストーラでは、MySQL RDBMS RPMまたはPKGが標準インストールされます。データベース・ファイルは、/u01/app/oracle/mysql/dataにあります。標準のinitスクリプトは、/etc/init.d/ovmm_mysqlに作成されます。このスクリプトを使用すると、MySQLサーバーを起動、停止、再起動したり、ステータスを取得することができます。


# /etc/init.d/ovmm_mysql restart 


OVMM MySQLインスタンスの構成は、/u01/app/oracle/mysql/data/my.cnfにあります。このファイルを編集すると、Oracle VM Managerのインストールが機能しなくなる場合があります。編集は、サポート担当者の指示なしには実行しないでください。

MySQLイベントは、/u01/app/oracle/mysql/data/mysqld.errにあるログ・ファイルに記録されます。







4.15.2 libaioがインストールされていない







前提条件であるlibaioパッケージがインストールされていない場合、インストール時に次のエラーが表示されます。


libaio is not installed...


回避策: libaioパッケージをインストールしてください。libaioのインストール方法の詳細は、第4.3.2.5項「前提条件パッケージ」を参照してください。







4.15.3 MySQLをインストールできない







Oracle VM ManagerのインストーラでMySQLのインストールに失敗し、次のメッセージが表示されます。


Failed: The database instance is not available.


詳細は、/tmp/ovmm-installer.selfextract_id/ovm-manager-3-install-date.logにあるログ・ファイルから確認できます。

回避策: この問題には2つの回避策があります。


	
MySQLがインストールされていないこと、または、正しくインストールされていることを確認します。次のコマンドを使用して、ステータスを確認します。


$ /etc/init.d/ovmm_mysql status


MySQLが稼働している場合は、Oracle VM Managerのインストール・スクリプトを実行してアンインストールし、Oracle VM Managerを再インストールします。


	
コンピュータのホスト名が/etc/hostsファイルのホスト名と一致していることを確認します。第4.3.2.2項「ネットワーク」を参照して、ホスト名を構成します。












4.15.4 OVSデータベース・スキーマを作成できない







次のメッセージが表示される場合があります。


Creating the Oracle VM Manager database schema ... Failed.


詳細は、/tmp/ovmm-installer.selfextract_id/ovm-manager-3-install-date.logにあるログ・ファイルから確認できます。

回避策: この問題について考えられる回避策は、次のとおりです。


	
MySQLが正しくインストールされていることを確認します。次のコマンドを使用して、ステータスを確認します。


$ /etc/init.d/ovmm_mysql status


MySQLが稼働している場合は、Oracle VM Managerのインストール・スクリプトを実行してアンインストールし、Oracle VM Managerを再インストールします。


	
既存のOracleデータベースにインストールしている場合、SYSアカウントの正しいパスワードを入力したことを確認します。


	
Oracle VM Managerを再インストールします。












4.15.5 Oracle Databaseスキーマが存在する







Oracle Database OVSスキーマを作成した後、インストール手順の完了前にインストーラが失敗した場合、インストールを再度実行しようとしたときに、上書きできないスキーマが残っている場合があります。この問題を解決するには、OVSスキーマを削除した後、インストールの問題が解決してから、もう一度、再インストールを続行します。

OVSスキーマを削除するには、sysまたはsystemユーザーとしてOracle Databaseにログインし、次のようにします。


$ sqlplus system/password
SQL> drop user OVS cascade;
SQL> drop profile OVMM_PROFILE cascade;
SQL> exit;


この例で使用するスキーマ名では、デフォルトのスキーマ名OVSを使用しています。インストール時にカスタム・スキーマ名を使用した場合は、OVSを自分のスキーマ名と置き換える必要があります。自分のスキーマ名は、次の場所にあるOracle VM Manager構成ファイル内にあります。

/u01/app/oracle/ovm-manager-3/.config

MySQLデータベースを使用して簡易インストールを実行する場合、Oracle VM Managerはアンインストールおよび再インストールします。







4.15.6 英語以外のキャラクタ・セットでインストールに失敗する







オペレーティング・システムが英語以外のキャラクタ・セットまたは言語の場合、Oracle VM Managerインストーラに次のエラーが表示される可能性があります。


Update default password failed.


Oracle VM Managerでは、英語と英語のキャラクタ・セットのみをサポートしています。

詳細は、/tmp/ovmm-installer.selfextract_id/ovm-manager-3-install-date.logにあるログ・ファイルから確認できます。

回避策: キャラクタ・セットをen_US.UTF-8に設定します。


	
次のコマンドを実行し、LANGの値がen_US.UTF-8かどうかを確認します。


# env|grep LANG


	
キャラクタ・セットがen_US.UTF-8でない場合、次のようにしてen_US.UTF-8に変更します。


# export LC_CTYPE="en_US.UTF-8"


	
Oracle VM Managerを再インストールします。












4.15.7 NISベースのoracleユーザー・アカウントの使用にインストールが失敗する







oracleユーザー・アカウントがNISベースの認証(ネットワーク・インフォメーション・サービス)を使用して作成されている場合、前提条件の確認時にOracle VM Managerのインストールが失敗し、次のエラーが表示されます。


Verifying installation prerequisites ...
hardnofiles should be set to 8192 but was 0
Configuration verification failed ...


または前提条件の確認に成功しても、後でApplication Development Frameworkのインストール中に失敗する場合があります。


Retrieving Oracle Application Development Framework (ADF) ...
Unzipping Oracle ADF ...
Installing Oracle ADF ...
Installing Oracle ADF Patch...


この問題を回避するには、ypbindサービスを無効にし、ホスト・コンピュータ上でcreateOracle.shを使用して、NISベースではないoracleユーザー・アカウントを作成し、インストーラを再実行します。


# /sbin/service ypbind stop
# service ypbind status
ypbind is stopped
# ./createOracle.sh
# ./runInstaller.sh













4.10 UIセッションのタイムアウト構成








無効化される前に、Oracle VM Managerセッションが非アクティブのままでいられる時間を変更できます。Oracle VM ManagerはOracle WebLogic Serverで実行され、Oracle VM Managerのタイムアウト設定を構成するには、Oracle WebLogic Serverコンソールにアクセスする必要があります。


Oracle VM Managerのセッション・タイムアウトを構成するには、次の手順を実行します。

	
次のように入力して、Oracle WebLogic Serverコンソールにアクセスします。

https://hostname:7002/console

ユーザーweblogicと、Oracle VM Managerのインストール時に設定したパスワードを使用してログインします。


	
管理コンソールの左ペインの「Deployments」をクリックします。


	
「Next」をクリックし、「Deployments」表に「ovm_console」が表示されるまでページを変更します。


	
ovm_consoleの横の「+」をクリックして、ovm_consoleデプロイメントのビューを展開します。


	
「Modules」リストの「ovm/console」をクリックします。ovm_consoleの設定が表示されます。


	
「Configuration」タブをクリックします。


	
「Change Center」ペインの「Lock and Edit」をクリックして、設定を変更します。


	
「Configuration」タブをクリックし、「General」サブタブをクリックします。表の「Session Timeout」(秒)フィールドを編集します。デフォルト設定は30分(1800秒)です。「Save」をクリックします。

権限に関するエラーが表示される場合、/u01/app/oracle/ovm-manager-3/weblogic/deploy/ovm_console/plan/plan.xmlのファイルの権限および所有者を変更する必要がある場合があります。これを行うには、次のコマンドを実行します。


chown oracle:dba /u01/app/oracle/ovm-manager-3/weblogic/deploy/ovm_console/plan/plan.xml


これらが反映されるには、変更を再保存する必要があります。


	
左ペインの「Deployments」をクリックして、「Deployments」ページに戻ります。「Deployments」表で「ovm_console」チェック・ボックスを選択します。「Update」をクリックして、アプリケーションを再デプロイします。


	
必要に応じてソースおよびデプロイメント・プランのパスを変更します。「Finish」をクリックします。


	
変更をアクティブにするには、管理コンソールの「Change Center」の「Activate Changes」をクリックします。






Webアプリケーションの更新の詳細は、Oracle WebLogicのドキュメントを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23549_01/apirefs.1111/e13952/taskhelp/web_applications/UpdateWebApplication.html











4.1 インストールの概要







様々なコンポーネントで構成されるOracle VM Managerは、すでに構成されているLinuxオペレーティング・システムにインストールします。Oracle VM Managerには、これらの様々なコンポーネントの通信を制御するリポジトリの役割を果たすデータベースが必要です。データベースは、インストーラによって提供されるバンドルされているMySQLデータベースをローカルにインストールすることも、既存のOracle Databaseという形態で別のシステムにホストすることもできます。バンドルされているデータベースを含むすべてのコンポーネントをローカルにインストールし、デフォルトの構成を使用するのは、簡易インストールです。既存のOracle Databaseを使用するインストールは、カスタム・インストールと呼ばれ、インストールの際に特定の構成パラメータを指定するオプションがあります。


注意

バージョン3.2.1では、本番環境でのOracle VM Managerの簡易インストールが完全にサポートされています。




重要

Oracle VM Managerのカスタム・インストールを実行してOracle Databaseのバックエンドを使用する場合、Oracleサポート・サービスを利用するには、適切なデータベース・バックアップ方式に従っていることを確認することが必須となります。

バージョン3.2.1では、簡易インストールに含まれるMySQLデータベースは自動的にバックアップされます。



Oracle VM Managerのインストールには、Java、Oracle WebLogic ServerおよびOracle VM Managerアプリケーション自体のインストールが含まれます。簡易インストールを実行すると、MySQL v5.5もインストールされます。

アンインストーラは、インストール・スクリプトに含まれています。アンインストーラには、MySQL、Java、Oracle VM ManagerアプリケーションおよびOracle WebLogic Serverを削除するオプションがあります。





